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ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
は
何
者
な
の
か
。
彼
を

抱
え
る
米
国
や
世
界
で
は
何
が
起
き
て
い
る
の

か
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
2
0
1
6
年
大
統
領
選
で
勝

利
し
て
以
来
、
こ
の
議
論
が
内
外
で
繚

り
ょ
う

乱ら
ん

な
の
は

周
知
の
通
り
だ
。
今
回
は
特
定
の
政
策
に
焦
点
を

当
て
る
の
で
は
な
く
、「
王
」「
政
権
」「
中
国
」

と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
等
身
大
の
ト
ラ

ン
プ
氏
が
世
界
を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
直
そ

う
と
し
て
い
る
の
か
読
み
解
い
て
み
た
い
。

米
国
の
独
立
は
「
1
6
1
9
年
」
？

「
私
は
七
つ
の
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
。
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
を
逃
せ
ば
米
国
へ
の
大
き
な
侮
辱
」

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
非
常
に
危
険
な
場
所

だ
。
わ
れ
わ
れ
は
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
く
。
内

側
か
ら
の
戦
争
だ
」

ト
ラ
ン
プ
氏
が
最
近
行
っ
た
演
説
か
ら
の
引
用

で
あ
る
。
ま
る
で
世
界
を
支
配
せ
ん
ば
か
り
の

「
王
さ
ま
」
の
危
険
な
セ
リ
フ
の
よ
う
に
聞
こ
え

る
。
同
氏
は
、
世
の
分
断
を
あ
お
る
「
異
常
現

象
」
で
あ
り
、
彼
さ
え
い
な
く
な
れ
ば
世
界
は
元

に
戻
る
と
考
え
る
向
き
も
あ
る
。

本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

私
自
身
の
体
験
を
紹
介
し
た
い
。
21
年
秋
か
ら

25
年
夏
ま
で
の
2
度
目
の
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
勤
務

は
、
そ
の
大
半
が
バ
イ
デ
ン
前
政
権
下
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ず
っ
と
ト
ラ
ン
プ
時
代
だ
っ

た
か
の
よ
う
な
感
覚
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
米

主
要
メ
デ
イ
ア
だ
け
で
な
く
、
バ
イ
デ
ン
前
大
統

領
も
口
を
開
け
ば
ト
ラ
ン
プ
氏
を
批
判
し
、「
Ｍ
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Ａ
Ｇ
Ａ
（
マ
ガ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
熱
狂
的
な

支
持
者
た
ち
ま
で
を
否
定
し
て
き
た
か
ら
だ
。

例
え
ば
、
来
年
は
米
国
の
独
立
宣
言
か
ら
2
5

0
年
。
私
た
ち
も
学
校
で
米
国
の
建
国
は
1
7
7

6
年
と
習
っ
た
。
全
米
で
多
く
の
記
念
行
事
が
用

意
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。
一
方
で
「
米
国
の
建
国

年
は
1
6
1
9
年
」
と
主
張
す
る
リ
ベ
ラ
ル
派
が

い
る
。
こ
の
年
、
現
在
の
南
部
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

（
当
時
は
英
植
民
地
）
に
最
初
の
ア
フ
リ
カ
人
奴

隷
が
連
れ
ら
れ
て
き
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ズ
紙
な
ど
が
「
1
6
1
9
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

主
導
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
米
国
の
分
断
は
建
国
か
ら
の
宿

し
ゅ
く

痾あ

で
あ

り
、
ト
ラ
ン
プ
氏
自
身
は
あ
つ
れ
き
の
中
で
生
ま

れ
た
分
断
の
片
側
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な

い
か
。
事
実
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
「
民
主
主
義
」
と

「
専
制
主
義
」
の
二
項
対
立
の
世
界
を
強
調
し
た

し
、
議
会
が
思
い
通
り
な
ら
な
い
た
め
、「
大
統

領
令
」
を
連
発
し
て
政
策
を
実
現
し
よ
う
と
し
た

の
は
オ
バ
マ
元
大
統
領
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は

反
動
現
象
な
の
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
日
本
製
」

そ
の
ト
ラ
ン
プ
氏
が
24
年
大
統
領
選
で
勝
利
し

た
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
同
年
7
月
13
日
に
選

挙
集
会
で
起
き
た
銃
撃
事
件
は
そ
の
一
つ
だ
っ

た
。
決
定
要
因
と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
は
銃
撃
さ
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の

後
、
警
護
の
制
止
を
振
り
切
っ
て
立
ち
上
が
り
、

聴
衆
に
向
か
っ
て
「
フ
ァ
イ
ト
、
フ
ァ
イ
ト
、
フ

ァ
イ
ト
」
と
叫
ん
だ
瞬
間
に
決
ま
っ
た
。

20
年
以
上
前
の
話
に
な
る
が
、
私
自
身
も
銃
撃

さ
れ
た
経
験
が
あ
る
。
03
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
後
の

バ
グ
ダ
ッ
ド
で
病
院
取
材
を
し
て
い
た
時
、
敷
地

を
歩
い
て
い
る
と
建
物
の
上
か
ら
何
者
か
が
銃
で

パ
ン
パ
ン
撃
っ
て
き
た
。
一
緒
に
行
動
し
て
い
た

同
僚
や
通
訳
は
直
ち
に
建
物
の
陰
に
隠
れ
た
が
、

私
だ
け
が
路
上
に
取
り
残
さ
れ
た
。「
早
く
こ
っ

ち
に
来
い
」。
わ
ず
か
数
メ
ー
ト
ル
先
に
い
る
同

僚
の
所
が
遠
く
、
身
体
が
す
く
ん
で
動
か
な
い
。

這は

う
よ
う
に
し
て
動
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
銃
撃
さ
れ
て
右
耳
か
ら
出
血
し

た
。
警
護
に
抱
え
ら
れ
る
よ
う
に
動
き
な
が
ら

も
、
立
ち
止
ま
っ
て
聴
衆
に
叫
ん
だ
。
そ
の
胆
力

は
常
人
な
ら
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
翌
週
、
自
身

を
共
和
党
の
大
統
領
候
補
に
選
出
す
る
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
で
の
党
大
会
に
臨
む
が
、
支
持
者
は
同

氏
を
神
に
選
ば
れ
た
特
別
な
人
間
の
よ
う
に
あ
が

め
、
本
人
も
そ
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
て
い
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
政
治
家
で
は
な
い
。
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
で
経
済
学
の
学
士
号
を
取
得
。
71
年

に
父
親
の
不
動
産
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
事
業
を
拡
大
。
高
層
ビ

ル
、
ホ
テ
ル
、
カ
ジ
ノ
、
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
な
ど
の

建
設
・
改
装
。
さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
分
野
に
も
進
出
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
が
最
初
に
大
統
領
選
へ
の
出
馬
を

検
討
し
た
の
は
90
年
代
後
半
だ
っ
た
。
そ
の
頃
か

ら
日
本
の
対
米
貿
易
黒
字
や
「
安
保
た
だ
乗
り
」

を
攻
撃
し
て
い
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
と
故
安
倍
晋
三
元
首
相
と
の
深
い

2024年 7 月13日、ペンシルベニア州で行われた選挙集会で銃撃され、
出血した状態でステージから退場するトランプ氏（AFP＝時事）
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関
係
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
80
〜

90
年
代
の
「
ジ
ャ
パ
ン
メ
イ
ド
（
日
本
の
製
造

物
）」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
分
析
が
あ
る
。

88
年
、
名
作
映
画
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」（
42
年
）

で
使
用
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
日
本

の
代
理
人
に
敗
れ
、
経
済
的
な
脅
威
を
実
感
し

た
。
一
方
で
、
自
身
の
不
動
産
事
業
の
調
達
の
た

め
日
本
の
金
融
機
関
か
ら
多
額
の
融
資
を
受
け
て

い
た
。
し
か
し
90
年
代
に
事
業
が
破
綻
。
日
本
の

金
融
関
係
者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
債
権
者
の
会
合

に
呼
び
出
さ
れ
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
会
合
を

「
見
事
に
す
っ
ぽ
か
し
た
」
と
い
う
。

王
を
生
ま
な
い
国

と
こ
ろ
で
、
初
代
大
統
領
の
ワ
シ
ン
ト
ン
が
就

任
時
、
周
囲
か
ら
「
国
王
に
な
れ
ば
」
と
求
め
ら

れ
た
こ
と
は
有
名
な
話
だ
。
ワ
シ
ン
ト
ン
は
そ
れ

を
拒
否
し
、
王
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
の
政
治
・

社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
尽
力
し
た
。
世
界
的
な

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
サ
ピ
エ
ン
ス
全
史
』
の
著
者
ユ

ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
に
よ
る
と
、
民
主
主
義

国
家
と
独
裁
国
家
の
違
い
は
、
可か

謬び
ゅ
うに
対
す
る

「
修
正
力
」
だ
と
い
う
。
米
国
で
は
、
有
権
者
が

誤
っ
た
指
導
者
を
選
択
し
た
場
合
、
権
力
者
を
抑

止
す
る
さ
ま
ざ
ま
装
置
が
機
能
し
て
い
る
。

「
装
置
」
と
は
選
挙
で
あ
り
、
議
会
、
裁
判
所
、

メ
デ
ィ
ア
、
大
学
の
こ
と
だ
。
行
政
、
立
法
、
司

法
の
三
権
分
立
は
単
な
る
分
立
で
は
な
く
、
互
い

を
抑
止
、
け
ん
制
し
合
う
チ
ェ
ッ
ク
ア
ン
ド
バ
ラ

ン
ス
が
備
わ
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
20
年
大
統
領
選
で
バ
イ
デ
ン
氏

に
敗
北
し
た
選
挙
結
果
を
受
け
入
れ
ず
、
議
会
を

支
配
。
自
分
に
批
判
的
な
メ
デ
ィ
ア
を
取
材
か
ら

締
め
出
し
、
歯
向
か
う
大
学
の
補
助
金
を
削
減
す

る
。
同
氏
の
独
裁
性
が
に
じ
み
出
て
い
る
の
が
、

大
統
領
令
に
否
定
的
な
判
決
を
出
し
た
裁
判
官
に

対
す
る
「
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
な
い
一
介
の
裁
判

官
が
、
有
権
者
に
選
ば
れ
た
自
分
の
決
定
を
否
定

す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
い
う
思
想
だ
。

自
分
を
抑
止
す
る
も
の
を
徹
底
的
に
攻
撃
す

る
。「
建
国
2
5
0
年
」
を
控
え
、
米
国
は
王
に

な
ら
な
か
っ
た
ワ
シ
ン
ト
ン
初
代
大
統
領
と
は
真

逆
の
大
統
領
に
直
面
し
て
い
る
。

で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
王
」
に
な
っ
て
何
を

し
よ
う
と
い
う
の
か
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
同
氏
の

政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
「M

ake A
m
erica Great 

A
gain

（
米
国
を
再
び
偉
大
に
す
る
）」
に
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
は
「
再
び
」
は
ど
の
時
代
を
指
す
か
だ

が
、
本
人
は
明
確
に
答
え
て
い
な
い
。
あ
ま
り
注

目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
46
年
生
ま
れ
で
ベ
ビ
ー
・

ブ
ー
マ
ー
世
代
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
ク
リ
ン
ト
ン

元
大
統
領
（
第
42
代
）、
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領

（
第
43
代
）
と
同
じ
年
。
こ
の
世
代
は
未
曽
有
の

経
済
成
長
と
繁
栄
を
経
験
し
、
冷
戦
も
勝
ち
抜
い

た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
公
民
権
運
動
な
ど
の
大
き

な
社
会
的
変
革
も
経
験
し
て
い
る
。

ク
リ
ン
ト
ン
氏
は
新
自
由
主
義
を
促
進
し
て
社

会
の
経
済
格
差
を
増
大
。
ブ
ッ
シ
ュ
氏
は
世
界
の

警
察
官
の
よ
う
に
振
る
舞
い
、
民
主
主
義
を
広
め

よ
う
と
し
て
米
国
を
疲
弊
さ
せ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏

は
2
人
の
大
統
領
が
ダ
メ
に
し
た
米
国
を
復
活
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
と
政
権
の
違
い

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
予
測
不
能
」
と
内
外
か
ら
警

戒
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
政
権
（
ト
ラ
ン
プ
氏
周

辺
の
人
々
）
の
方
向
性
は
相
当
程
度
明
確
だ
。
保

守
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
ヘ
リ
テ
ー
ジ
財
団
」
が

23
年
、
次
の
大
統
領
の
た
め
に
準
備
し
た
政
策
提

言
書
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2
5
」
が
指
針
と
な

っ
て
い
る
。
右
派
、
保
守
派
の
論
客
が
、
次
の
政

策
に
つ
い
て
詳
細
に
提
言
し
て
い
る
。

一
、
家
族
の
価
値
↓
多
様
性
・
公
平
性
・
包
括

性
（
Ｄ
Ｅ
Ｉ
）
の
廃
止

一
、
単
一
行
政
理
論
の
推
進

一
、
連
邦
政
府
職
員
の
大
幅
削
減

一
、
行
政
機
関
の
解
体
↓
教
育
省
な
ど

一
、
環
境
規
制
の
削
減
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一
、
国
境
の
防
衛
（
移
民
の
排
除
）

一
、
関
税
の
引
き
上
げ
は
両
論

こ
の
中
で
も
「
単
一
行
政
理
論
（
Ｕ
Ｅ
Ｔ
）」

は
、
注
目
に
値
す
る
。
憲
法
2
条
の
「
執
行
権
は

米
大
統
領
に
属
す
る
」
を
、
大
統
領
に
全
行
政
を

統
括
す
る
権
限
が
あ
る
と
解
釈
す
る
も
の
で
、
レ

ー
ガ
ン
政
権
時
代
か
ら
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
2
月
の
大
統
領
令
で
憲
法
2

条
の
条
文
を
明
記
し
た
上
で
、
議
会
が
人
事
権
を

共
有
す
る
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
な
ど
独

立
規
制
機
関
へ
の
支
配
を
強
化
し
た
。

仮
に
「
大
統
領
に
全
行
政
を
統
括
す
る
権
限
が

あ
る
」
こ
と
を
突
き
詰
め
る
と
、
立
法
や
司
法
の

介
入
が
で
き
な
く
な
り
三
権
分
立
の
な
し
崩
し
に

つ
な
が
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
自
身
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
2
0
2
5
」
と
の
直
接
的
な
関
係
を
否
定
し
て

い
る
が
、
こ
の
提
言
書
に
関
係
し
た
人
物
が
政
権

の
幹
部
に
就
い
て
い
る
の
は
公
然
の
事
実
だ
。

こ
こ
で
あ
ま
り
目
立
た
な
い
政
権
の
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
を
紹
介
す
る
。

「
親
日
」
の
次
席
補
佐
官

大
統
領
の
最
も
重
要
な
側
近
と
言
え
ば
、
首
席

補
佐
官
と
安
全
保
障
担
当
の
補
佐
官
と
な
る
。
し

か
し
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ミ

ラ
ー
次
席
補
佐
官
が
影
の
司
令
塔
だ
。
ミ
ラ
ー
氏

は
西
部
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア

州
サ
ン
タ
モ

ニ
カ
出
身
。

30
歳
代
で
ト

ラ
ン
プ
政
権

1
期
目
の
大

統
領
ス
ピ
ー

チ
ラ
イ
タ
ー
を
務
め
た
。「
米
国
第
一
主
義
」
を

内
外
に
打
ち
出
し
た
17
年
1
月
の
就
任
演
説
を
執

筆
。
議
会
対
応
や
政
策
を
担
当
し
て
お
り
、
非
人

道
的
な
反
移
民
や
反
イ
ス
ラ
ム
の
推
進
、
Ｄ
Ｅ
Ｉ

の
否
定
、
関
税
攻
勢
な
ど
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
思
想

的
支
柱
の
よ
う
な
存
在
と
も
言
え
る
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
ミ
ラ
ー
氏

は
大
の
「
親
日
」。
日
本
大
使
公
邸
で
毎
年
夏
に

開
催
さ
れ
る
恒
例
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
に
も
顔
を
出
し
て
い

る
。
ミ
ラ
ー
氏
を
知
る
人
は
、
20
年
に
ト
ラ
ン
プ

氏
が
大
統
領
選
で
敗
れ
る
と
潮
が
引
く
よ
う
に
人

が
去
っ
た
が
、「
日
本
だ
け
は
声
掛
け
を
続
け
て

く
れ
た
か
ら
」（
ミ
ラ
ー
氏
）
と
説
明
す
る
。
こ

と
に
よ
る
と
、
重
大
局
面
で
大
き
な
カ
ー
ド
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
。

影
の
首
切
り
執
行
人

2
期
目
政
権
が
発
足
し
た
今
年
1
月
20
日
以

降
、
最
も
注
目
を
集
め
た
の
が
実
業
家
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
氏
率
い
る
政
府
効
率
化
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｇ

Ｅ
）
だ
っ
た
。
マ
ス
ク
氏
が
連
邦
職
員
の
大
量
解

雇
な
ど
歳
出
削
減
に
大
な
た
を
振
る
う
姿
が
話
題

と
な
っ
た
が
、
実
は
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
は
行
政
管
理
予
算

局
（
Ｏ
Ｍ
Ｂ
）
の
一
部
門
。
影
の
首
切
り
執
行
人

は
、
Ｏ
Ｍ
Ｂ
の
ラ
ッ
セ
ル
・
ボ
ー
ト
長
官
だ
。
ヘ

リ
テ
ー
ジ
財
団
の
調
査
・
政
策
部
門
で
副
所
長
を

務
め
、
先
に
紹
介
し
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
2

5
」
に
も
深
く
関
わ
っ
た
。
米
メ
デ
ィ
ア
は
「
ボ

ー
ト
氏
の
目
標
は
1
0
0
年
に
1
度
レ
ベ
ル
の
政

府
の
革
命
的
再
構
築
」
と
伝
え
て
い
る
。

民
主
党
の
理
想
の
大
統
領
候
補
？

民
主
党
は
28
年
大
統
領
選
で
有
力
な
候
補
が
い

る
の
か
ど
う
か
。
現
職
だ
っ
た
バ
イ
デ
ン
氏
は
自

身
の
年
齢
（
老
い
）
に
負
け
、
急
き
ょ
後
を
引
き

継
い
だ
リ
ベ
ラ
ル
な
西
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
出
身

の
ハ
リ
ス
氏
は
黒
人
女
性
だ
っ
た
。
そ
こ
で
次
の

よ
う
な
ジ
ョ
ー
ク
が
あ
る
。

民
主
党
の
次
の
候
補
を
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す

る
と
、「
男
性
」
で
「
白
人
」、「
若
さ
」
も
重
要

と
な
る
。
さ
ら
に
①
「
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
」
を
出

て
い
る
②
中
西
部
出
身
で
、「
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト

（
さ
び
付
い
た
工
業
地
帯
）」
の
白
人
労
働
者
層
の

気
持
ち
が
分
か
る
③
伴
侶
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
│

スティーブン・ミラー氏
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と
な
る
と
、
該
当
し
そ
う
な
人
物
と
し
て
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
の
は
、
実
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
の

「
バ
ン
ス
副
大
統
領
」
と
い
う
も
の
だ
。
民
主
党

は
そ
れ
だ
け
苦
し
い
状
況
に
あ
る
。

バ
ン
ス
氏
に
ト
ラ
ン
プ
氏
の
よ
う
な
カ
リ
ス
マ

性
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
著
書
『
ヒ
ル
ビ
リ
ー
・

エ
レ
ジ
ー
〜
ア
メ
リ
カ
の
繁
栄
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
白
人
た
ち
〜
』
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
抜
群

の
知
性
が
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
駐
在
す
る
西
側

外
交
官
は
、「
も
し
バ
ン
ス
氏
が
ト
ラ
ン
プ
運
動

（
ト
ラ
ン
ピ
ズ
ム
）
を
体
系
立
て
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
を
引
き
継
ぎ
、
有
力
な
候
補
と

な
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
可
否

ト
ラ
ン
プ
政
権
に
と
っ
て
対
中
国
政
策
ほ
ど
重

要
な
外
交
課
題
は
な
い
。
政
権
内
の
対
中
強
硬
派

は
、
究
極
目
標
と
し
て
中
国
と
の
経
済
的
な
デ
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
（
切
り
離
し
）
を
主
張
し
て
い
る
。

中
国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
依
存
か
ら
脱
却

す
る
た
め
に
製
造
業
の
復
活
を
掲
げ
、
そ
の
た
め

に
関
税
も
上
げ
た
。
バ
イ
デ
ン
前
政
権
は
ト
ラ
ン

プ
政
権
1
期
目
の
対
中
政
策
の
約
95
％
を
引
き
継

い
だ
が
、
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
不
可
能
と
み
て
い

た
。
日
本
と
の
関
係
で
は
、
中
国
が
地
政
学
的
に

最
大
の
脅
威
で
あ
る
限
り
、
前
政
権
に
続
き
ト
ラ

ン
プ
政
権
も
ほ
ぼ
無
条
件
に
日
本
の
存
在
を
大
切

に
す
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
経
済
を
巡
る
米
中

の
主
導
権
争
い
は
、
レ
ア
ア
ー
ス
（
希
土
類
）
を

握
る
中
国
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
レ
ア
ア

ー
ス
を
狙
う
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
中
国
の
存
在

が
あ
る
。
こ
の
中
で
読
め
な
い
の
は
ト
ラ
ン
プ
氏

の
虚
栄
心
だ
。
同
氏
は
過
去
、
ニ
ク
ソ
ン
元
大
統

領
を
「
最
高
の
デ
ィ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
」
と
称
賛
し

て
い
る
。
ニ
ク
ソ
ン
氏
は
72
年
に
電
撃
訪
中
し
、

米
中
関
係
に
お
け
る
歴
史
的
な
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ

ン
グ
を
成
し
遂
げ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
イ
メ
ー
ジ

す
る
中
国
と
の
「
デ
ィ
ー
ル
」
は
ニ
ク
ソ
ン
訪
中

に
匹
敵
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
は
確
か
で
、

日
本
は
警
戒
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

米
国
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

米
国
の
民
主
主
義
は
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
回
復

力
）
を
発
揮
し
、
同
氏
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ
ら
は
来
年
11
月
の
中
間

選
挙
の
結
果
と
、
大
統
領
権
限
を
巡
る
米
最
高
裁

の
判
断
に
か
か
っ
て
い
る
。

中
間
選
挙
は
政
権
与
党
、
共
和
党
に
不
利
と
み

る
の
が
一
般
的
だ
。
共
和
党
は
現
在
、
連
邦
議
会

の
上
下
両
院
で
過
半
数
を
維
持
し
て
い
る
が
、
民

主
党
が
下
院
を
奪
還
で
き
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
を

弾
劾
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

政
治
サ
イ
ト
「
リ
ア
ル
・
ク
リ
ア
・
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
」
の
各
種
世
論
調
査
（
平
均
値
）
に
よ
る

と
、
連
邦
議
会
選
挙
で
民
主
党
に
投
票
す
る
と
回

答
し
た
人
は
45
％
で
、
43
・
1
％
の
共
和
党
を
上

回
っ
た
。
有
権
者
の
行
動
を
最
も
左
右
す
る
の
は

経
済
動
向
。
8
月
の
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ

Ｉ
）
は
前
年
同
月
比
2
・
9
％
上
昇
し
た
。
い
わ

ゆ
る
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
の
影
響
で
イ
ン
フ
レ
が

加
速
す
れ
ば
、
共
和
党
に
と
っ
て
不
利
と
な
る
。

中
間
選
挙
が
焦
点
と
な
る
中
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
共
和
党
主
導
の
州
に
対
し
、
下
院
の
多
数
派
を

守
る
た
め
選
挙
区
の
区
割
り
を
見
直
す
よ
う
求
め

て
い
る
。
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
（
死
に
体
）
化
を
避
け

る
だ
け
で
な
く
、
長
期
の
下
院
支
配
を
狙
っ
て
い

る
と
も
言
わ
れ
る
。

一
方
、
米
最
高
裁
は
10
月
か
ら
新
た
な
会
期
に

入
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
高
関
税
政
策

や
、
独
立
政
府
機
関
へ
の
人
事
介
入
な
ど
に
関
す

る
是
非
な
ど
を
審
理
し
、
翌
年
6
月
ご
ろ
ま
で
に

重
要
な
判
決
を
出
す
。
不
法
移
民
ら
の
子
ど
も
に

対
す
る
出
生
地
主
義
の
適
用
廃
止
、
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ン
ダ
ー
選
手
の
女
子
ス
ポ
ー
ツ
参
加
禁
止
な
ど

も
審
理
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
米
民
主
主

義
の
岐
路
と
な
り
そ
う
だ
。
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1
9
3
1
年
9
月
の
柳
条
湖
事
件
勃
発
を
契
機

と
す
る
満
州
事
変
に
絡
み
「
中
国
側
の
逆
宣
伝
」

に
対
抗
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
対
外
宣
伝
機
関
プ

レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
そ
の
後
恒
久
的
な
組
織
へ

の
改
編
を
目
指
し
動
き
出
し
た
。

聯
合
上
海
支
局
英
文
部
に
合
流

防
衛
研
究
所
所
蔵
の
「
外
国
情
報

上
海
在
勤

武
官
報
告
」
の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
、「﹃
プ
レ
ス
・

ユ
ニ
オ
ン
﹄
ニ
関
ス
ル
件
照
会
」（
32
年
11
月
15

日
）
が
あ
る
。
同
月
10
日
に
開
か
れ
た
関
係
者
会

合
で
、
決
算
表
を
承
認
し
、「
今
後
新
聞
聯
合
社

英
文
部
ヲ
シ
テ
﹃
プ
﹄
ノ
事
業
ヲ
代
行
セ
シ
メ

﹃
プ
﹄
ハ
依
然
従
来
通
ノ
形
態
ヲ
存
シ
テ
残
置
シ

行
ク
コ
ト
ニ
申
合
セ
シ
了
ス
」
と
し
て
い
る
。
31

年
10
月
か
ら
32
年
10
月
末
ま
で
の
決
算
表
に
よ
る

と
、
収
支
3
5
3
万
4
3
1
0
円
。
収
入
の
う

ち
、
2
5
3
万
5
7
5
0
円
が
賛
助
金
に
な
っ
て

い
る
。

添
付
さ
れ
た
11
月
14
日
付
の
英
文
ニ
ュ
ー
ス
読

者
向
け
の
英
文
の
通
知
に
よ
る
と
、
プ
レ
ス
・
ユ

ニ
オ
ン
の
英
文
日
刊
ニ
ュ
ー
ス
は
同
日
で
発
行
を

停
止
す
る
と
伝
え
、
購
読
者
に
新
聞
聯
合
の
英
文

ニ
ュ
ー
ス
を
契
約
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

「
上
海
ニ
於
ケ
ル
対
外
宣
伝
確
立
案
」
が
添
付

さ
れ
て
お
り
、
恒
久
的
な
対
外
宣
伝
機
関
を
設
立

す
べ
き
で
あ
り
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
は
「
聯
合

社
ト
一
身
（
マ
マ
）
同
体
的
協
同
ヲ
ナ
ス
ハ
最
モ

妥
当
ナ
リ
ト
思
惟
サ
ル
」
と
し
て
い
る
。

「
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
改
革
具
体
案
」

　
　
　

第
一

組
織

一
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
ノ
趣
旨
ニ
賛
同
シ
之
ヲ

支
持
セ
ラ
レ
ル
官
民
諸
機
関
ノ
代
表
ヲ
以
テ

「
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
」
ヲ
組
織
シ
、
上
海
ニ

於
ケ
ル
対
外
宣
伝
ニ
関
ス
ル
懇
談
ヲ
随
時
行
ヒ

之
カ
全
般
的
ノ
諮
問
ノ
機
関
ト
ス
。

二
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
ハ
公
使
館
係
員
ヲ
委
員

長
ト
シ
、
委
員
会
ハ
毎
月
一
回
定
期
ニ
之
ヲ
開

キ
又
必
要
ニ
応
シ
委
員
長
之
ヲ
召
集
ス
。

三
、
現
在
ノ
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
ノ
事
業
ハ
前
掲

ノ
趣
旨
ニ
基
キ
、
ソ
ノ
マ
マ
新
聞
聯
合
上
海
支

局
英
文
部
ト
合
流
セ
シ
メ
聯
合
ノ
名
ニ
於
テ
之

ヲ
ナ
ス
。

四
、「
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
」
ハ
現
地
ニ
於
ケ
ル

対
外
宣
伝
ヲ
有
効
ニ
行
フ
カ
為
メ
、
聯
合
ト
協

議
ノ
上
、
閲
歴
、
経
験
ヲ
有
ス
ル
適
当
ノ
人
物

ヲ
英
文
部
長
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
代
表
者
ト
シ

テ
推
薦
任
命
ス
。

右
英
文
部
長
ハ
上
海
支
局
長
ヲ
兼
任
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
。

五
、
英
文
部
ハ
特
ニ
現
在
ノ
ユ
ニ
オ
ン
ノ
事
業
タ

ル
ロ
ー
カ
ル
対
外
宣
伝
ヲ
充
実
強
化
シ
更
ニ
東

京
満
州
ノ
対
外
宣
伝
ト
歩
調
ヲ
合
セ
、
全
般
的

ニ
我
カ
対
外
宣
伝
ノ
推
進
ヲ
ハ
カ
ル
。

　
　
　

第
二

部
員

新
聞
聯
合
英
文
部
ハ
部
長
ノ
下
ニ
編
集
員
二
名

若
ク
ハ
三
名
、
レ
ポ
ー
タ
ー
一
名
、
調
査
及
庶
務

会
計
一
名
ヲ
置
ク
。

　
　
　

第
三

事
業

一
、
英
文
通
信
ヲ
発
行
シ
、
之
ヲ
在
上
海
外
字
新

聞
社
、
外
国
新
聞
通
信
員
、
各
国
外
交
領
事
機

関
、
外
国
銀
行
会
社
等
ニ
配
布
ス
。
英
文
通
信

ノ
内
容
ハ
左
ノ
二
種
ト
ス
。

（
イ
）
土
地
ノ
ニ
ュ
ー
ス
特
ニ
公
使
館
、
総
領
事

館
及
陸
海
軍
等
ノ
発
表
ノ
モ
ノ
ヲ
集
メ
テ

恒
久
的
宣
伝
機
関
へ
、
組
織
強
化
目
指
す

　
　
　
連
載
「
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
」（
2
）

鳥

居

英

晴

（
共
同
通
信
社
社
友
）

プレス・ユニオン
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之
ヲ
報
道
配
布
シ
以
テ
日
々
発
生
ス
ル
事

件
ニ
関
連
シ
テ
日
本
側
ノ
立
場
ヲ
明
ラ
カ

ニ
シ
、
逆
宣
伝
ヤ
誤
報
ヲ
反
駁
是
正
ス
ル
。

（
ロ
）
新
聞
聯
合
社
ノ
収
集
セ
ル
日
本
、
満
州
及

ヒ
支
那
ノ
ニ
ュ
ー
ス
ヲ
英
訳
シ
テ
配
布
ス
。

二
、
上
海
ニ
於
ケ
ル
日
本
人
側
ハ
勿
論
、
支
那
及

ヒ
外
人
側
ニ
モ
完
全
ナ
ル
連
絡
ヲ
有
ス
ル
ニ
ュ

ー
ス
収
集
網
ヲ
張
リ
、
必
要
ナ
ル
ニ
ュ
ー
ス
情

報
等
ヲ
関
係
各
官
民
機
関
ニ
速
報
ス
。

三
、
上
海
ニ
於
テ
ハ
日
本
人
側
ハ
人
口
、
経
済
力

ソ
ノ
他
ノ
点
ニ
於
テ
他
ノ
外
人
側
ニ
比
シ
勝
ル

ト
モ
劣
ラ
サ
ル
地
位
ニ
ア
ル
ニ
拘
ラ
ス
、
有
力

ナ
ル
対
外
的
言
論
機
関
ヲ
有
セ
サ
ル
カ
為
、
租

界
行
政
其
他
ノ
国
際
的
折
衝
ニ
常
ニ
不
利
ノ
立

場
ニ
置
カ
レ
来
リ
タ
ル
ニ
鑑
ミ
、
英
文
部
ハ
国

際
都
市
ト
シ
テ
ノ
上
海
ニ
於
ケ
ル
日
本
人
側
ノ

正
当
ナ
ル
発
言
権
ヲ
主
張
シ
其
ノ
権
益
ヲ
擁
護

ス
ル
ニ
努
ム
。

四
、
英
文
通
信
ノ
発
行
ヲ
利
用
シ
テ
従
来
兎
角
阻

隔
勝
チ
ナ
リ
シ
外
人
側
ト
出
来
得
ル
限
リ
密
接

ナ
ル
接
（
マ
マ
）
衝
ヲ
保
チ
相
互
ノ
諒
解
ト
意

志
ノ
疎
通
ヲ
図
ル
。

五
、
上
海
ニ
於
テ
収
集
シ
タ
ル
ニ
ュ
ー
ス
ニ
シ
テ

必
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
新
聞
聯
合
社
ヲ
通
シ
テ
日
本

内
地
ハ
勿
論
、
支
那
各
地
ニ
打
電
配
布
セ
シ

メ
、
更
ニ
同
社
ノ
世
界
的
連
繋
ヲ
利
用
シ
テ
、

世
界
各
国
ニ
打
電
配
布
セ
シ
ム
。

六
、
特
ニ
満
蒙
ノ
新
情
勢
ニ
鑑
ミ
、
近
ク
満
州
ニ

確
立
サ
ル
ヘ
キ
満
蒙
通
信
社
ト
密
接
ナ
ル
連
絡

ヲ
計
リ
、
以
テ
満
蒙
ニ
関
ス
ル
支
那
側
若
シ
ク

ハ
外
人
側
ノ
逆
宣
伝
誤
報
等
ヲ
反
駁
是
正
ス
。

七
、
満
州
上
海
事
変
ニ
際
シ
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ

ン
カ
各
種
英
文
小
冊
子
ヲ
発
行
シ
テ
支
那
及
欧

米
ニ
配
布
シ
、
大
イ
ニ
対
外
宣
伝
ノ
効
果
ヲ
発

揮
セ
ル
事
実
ニ
鑑
ミ
今
後
モ
引
続
キ
必
要
ニ
応

シ
テ
此
ノ
種
ノ
英
文
小
冊
子
ヲ
発
行
、
頒
布

ス
。

　
　
　

第
四

連
繋

英
文
部
ヲ
シ
テ
対
外
的
ニ
有
効
ナ
ル
活
躍
ヲ
ナ

サ
シ
ム
ル
為
メ
ニ
ハ
、
新
聞
聯
合
社
ト
聯
盟
関
係

ニ
ア
ル
英
、
米
、
仏
、
独
、
露
等
ノ
各
国
ノ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
・
エ
セ
ン
シ
ー
ヨ
リ
上
海
ニ

特
派
サ
レ
居
ル
通
信
員
ト
極
メ
テ
密
接
ナ
ル
連
繋

ヲ
保
タ
シ
メ
、
彼
等
ヲ
善
導
シ
テ
、
日
本
ノ
立
場

ヲ
正
解
セ
シ
ム
ル
ニ
努
ム
ル
ト
同
時
ニ
必
要
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
ハ
、
新
聞
聯
合
社
ノ
通
信
網
ニ
ヨ
リ
支

那
各
地
及
日
本
内
地
ハ
勿
論
、
広
ク
世
界
各
国
ニ

打
電
配
布
セ
シ
メ
、
満
州
ニ
確
立
サ
ル
ヘ
キ
満
蒙

通
信
社
ト
ハ
最
モ
密
接
ナ
ル
連
絡
ヲ
保
チ
我
国
ノ

対
満
州
政
策
ニ
関
ス
ル
宣
伝
ノ
使
命
ヲ
完
フ
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
。

　
　
　

第
五

経
費
予
算

（
イ
）
英
文
部
人
件
費

　
　

部
長
（
一
名
）

五
〇
〇
元

　
　

編
集
員
（
三
名
）

七
五
〇
元

　
　

レ
ポ
ー
タ
ー
（
一
名
）

五
〇
元

　
　

調
査
庶
務
会
計
（
一
名
）

一
〇
〇
元

　
　

交
際
費
、
情
報
費
其
他

五
〇
〇
元

　
　
　
　
　
　
　

小
計

二
、〇
〇
〇
元

（
ロ
）
英
文
部
事
務
費

　
　

事
務
所
ハ
聯
合
社
支
局
ヲ
使
用
シ
、
英
文

部
ノ
タ
メ
ニ
特
ニ
要
ス
ル
文
房
印
刷
費
図

書
購
読
費
、
ボ
ー
イ
俸
給
手
当
、
車
馬

費
、
旅
費
、
随
時
事
件
費
、
其
他　
　

三
〇
〇
元

（
ハ
）
満
蒙
通
信
社
ト
ノ
連
絡
費

二
〇
〇
元

（
ニ
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
其
他
宣
伝
冊
子
印
刷
頒

布
ニ
対
ス
ル
準
備
金

四
〇
〇
元

　
　
　

総
計

二
、九
〇
〇
元

（
備
考
）

英
文
通
信
ハ
原
則
ト
シ
テ
有
料
ト
シ
漸
次
購
読

料
金
ノ
増
加
ヲ
計
リ
賛
助
員
ノ
負
担
軽
減
ヲ
計
ル

モ
ノ
ト
ス
。

会
計

プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
ノ
会
計
ハ
公
使
館
係
員
ニ

於
テ
之
ヲ
監
理
ス
。

「
満
蒙
通
信
社
」
と
は
、
同
年
12
月
に
設
立
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
満
州
国
通
信
社
の
こ
と
で
あ
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る
。
同
社
は
、
満
州
に
お
け
る
聯
合
と
電
通
の
組

織
を
統
合
し
て
発
足
し
た
国
策
通
信
社
。

31
年
11
月
時
点
の
新
聞
聯
合
社
員
名
簿
に
は
、

上
海
支
局
に
英
文
部
は
な
く
、
英
文
記
者
は
松
尾

松
平
だ
け
。
32
年
10
月
に
英
文
部
が
設
置
さ
れ
、

部
長
は
松
尾
だ
っ
た
。
33
年
12
月
時
点
で
新
聞
聯

合
本
社
英
文
部
は
、
部
長
を
含
め
て
6
人
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
上
海
支
局
英
文
部
は
、
部
長
を
含

め
て
4
人
と
い
う
陣
容
で
あ
り
、
上
海
を
重
視
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
上
海
は
東
ア
ジ
ア
で
の

国
際
報
道
戦
の
中
心
舞
台
で
あ
っ
た
。

日
本
が
利
用
し
た
英
米
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
は
多
数
の
英
語
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
発
行
し
た
。﹃
昭
和
七
年
上
海
事
変
誌
﹄

は
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
が
直
接
・
間
接
、
出
版

に
援
助
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
名
前
を
挙
げ
て
い

る
。
外
務
省
、
満
鉄
、
三
井
、
三
菱
、
紡
績
同
業

会
そ
の
他
が
援
助
し
た
と
し
て
い
る
。

①T
he�Shanghai�Incident�

②T
he�

Shanghai�Incident�M
isrepresented�

③T
he�

A
nti-Japanese�Boycott�M

ovem
ent�in�China

④Sino-Japanese�Crisis�

⑤T
he�H

ighw
ay�to�

H
ostilities�in�the�Far�East�

⑥Presenting�
Japanʼs�Side�of�the�Case�

⑦Sino-Japanese�
Confl�ict�

⑧T
he�O

pen�D
oor

﹃
昭
和
七
年
上
海
事
変
誌
﹄
に
よ
る
と
、
①
と

②
は
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
、
③
は
満
鉄
、
④
か
ら

⑧
はT

he�Japanese�A
ssociation�in�China

と

い
う
実
体
が
不
明
な
組
織
が
発
行
し
た
。﹃
満
州

事
変
と
満
鉄
﹄
に
よ
る
と
、
③
は
上
海
日
本
商
工

会
議
所
が
発
行
し
た
も
の
を
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン

が
翻
訳
し
た
。
④
は
Ｈ
・
Ｃ
・
Ｗ
・
ウ
ッ
ド
ヘ
ッ

ド
が
、
シ
ャ
ン
ハ
イ
・
イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
・

ア
ン
ド
・
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
に
連
載
し
た
も
の
。
⑤

と
⑧
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ロ
ン
ソ
ン
・
レ
ー
が
書
い

た
も
の
。
⑥
は
ウ
ッ
ド
ヘ
ッ
ド
と
レ
ー
の
共
著
。

米
国
人
の
レ
ー
と
英
国
人
の
ウ
ッ
ド
ヘ
ッ
ド

は
、
日
本
が
対
外
宣
伝
に
利
用
し
た
欧
米
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。

﹃
昭
和

七
年
上
海

事
変
誌
﹄

は
、
ウ
ッ

ド
ヘ
ッ
ド

を
次
の
よ

う
に
称
賛
す
る
。

「
同
氏
は
徹
頭
徹
尾
、
純
然
た
る
親
日
家
で
あ

る
。
従
っ
て
同
氏
の
ペ
ン
の
先
よ
り
湧
出
す
る
記

事
は
自
ら
日
本
擁
護
の
記
事
で
あ
り
、
徹
底
的
正

義
の
高
調
で
あ
っ
た
（
中
略
）
而
か
も
同
氏
が
日

本
よ
り
何
等
援
助
を
受
け
居
る
も
の
で
も
な
く

只ひ
た
す
ら管
正
義
人
道
に
立
脚
し
て
支
那
側
の
四
面
楚
歌

の
中
に
あ
っ
て
、
率
直
に
且
つ
大
胆
に
諤が

く

々が
く

の
意

見
を
イ
ー
ヴ
ニ
ン
グ
紙
を
通
じ
て
発
表
し
た
こ
と

に
対
し
て
は
全
く
敬
服
の
外
は
な
い
。
世
界
の
国

際
場
裡
に
孤
立
無
援
の
状
態
に
あ
る
日
本
に
対

し
、
自
発
的
に
日
本
の
正
義
を
遺
憾
な
く
中
外
に

向
っ
て
高
調
し
て
く
れ
る
同
氏
の
如
き
高
潔
の
士

の
存
在
は
、
天
未
だ
日
本
を
見
棄
ざ
る
証
左
で
、

些い
さ
さか

吾
人
の
意
見
を
強
う
す
る
処
で
あ
る
」

ウ
ッ
ド
ヘ
ッ
ド
は
、
後
に
日
本
に
批
判
的
な
立

場
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
側
か
ら
「
敵
性
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
名
指
し
さ
れ
、
開
戦
と
同
時

に
上
海
で
抑
留
さ
れ
た
。
戦
後
は
、
ロ
ン
ド
ン
タ

イ
ム
ズ
の
香
港
特
派
員
な
ど
を
務
め
る
。
59
年
に

パンフレット『The 
Shanghai Incident』

H・C・W・ウッドヘッド

パンフレット『Sino-
Japanese Confl ict』
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76
歳
で
死
去
。

一
方
、
レ
ー
に
つ
い
て
は
、「
同
氏
の
親
日
論

は
ウ
ッ
ド
ヘ
ッ
ド
以
上
の
徹
底
的
の
も
の
で
、
而

か
も
同
氏
は
在
支
三
十
有
余
年
の
永
き
体
験
と
目

撃
せ
る
事
実
を
基
礎
と
し
て
論
述
す
る
が
故
に
、

同
氏
の
論
理
に
は
殆
ん
ど
反
駁
の
余
地
が
な
い
」。

レ
ー
は
満
州
国
外
交
顧
問
と
な
り
、
32
年
に
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
国
際
連
盟
総
会
に
参
加
し
た
。
36
年
、

67
歳
で
死
去
。

太
平
洋
問
題
調
査
会
人
脈

満
鉄
の
上
海
事
務
所
長
で
あ
っ
た
伊
澤
道
雄
は

「
私
は
東
京
に
出
か
け
外
務
省
の
白
鳥
情
報
部
長

及
び
同
盟
通
信
社
の
岩
永
社
長
（
編
注
:
当
時
は

岩
永
は
新
聞
聯
合
専
務
理
事
）
と
相
談
し
、
両
者

で
東
洋
に
お
け
る
最
高
の
世
界
的
ニ
ュ
ー
ス
・
セ

ン
タ
ー
た
る
上
海
の
宣
伝
及
び
情
報
陣
を
強
化
し

て
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
の
事
業
を
よ
り
権
威
あ

る
も
の
に
せ
ん
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
」

（﹃
協
和
﹄
39
年
9
月
1
日
号
）
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
意
見
が
入
れ
ら
れ
て
、
外
務
省
か
ら
は
須

磨
弥
吉
郎
が
赴
任
し
、
新
聞
聯
合
か
ら
は
松
本
重

治
が
派
遣
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
上
海
の
日
本
公

使
館
に
情
報
部
が
設
置
さ
れ
、
初
代
部
長
と
し
て

須
磨
一
等
書
記
官
が
32
年
7
月
、
着
任
し
た
。
情

報
部
長
が
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
委
員
長
を
兼
ね
た
。

岩
永
裕
吉
は
32
年
4
月
、
大
学
講
師
を
し
て
い

た
松
本
重
治
に
声
を
掛
け
、
上
海
支
局
長
へ
の
就

任
を
打
診
し
た
。
松
本
は
、
そ
の
要
請
を
受
け
入

れ
た
。
岩
永
は
、
29
年
10
月
に
京
都
で
開
か
れ
た

太
平
洋
問
題
調
査
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）
の
太
平
洋
会
議

に
金
井
清
ら
と
と
も
に
参
加
し
た
。
岩
永
は
こ
の

時
、
セ
ク
レ
タ
リ
ー
を
し
て
い
た
松
本
重
治
と
松

方
三
郎
に
目
を
付
け
て
い
た
。

同
調
査
会
は
25
年
、
ホ
ノ
ル
ル
に
設
置
さ
れ

た
、
自
由
主
義
的
な
民
間
団
体
で
あ
っ
た
。
当

時
、
新
渡
戸
稲
造
が
日
本
太
平
洋
問
題
調
査
会

（
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｒ
）
の
理
事
長
で
あ
っ
た
。「
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ｒ

に
積
極
的

0

0

0

に
参
加
し
て
い
た
の
は
、
新
渡
戸
稲
造

と
彼
の
感
化
を
受
け
た
い
わ
ゆ
る
﹃
新
渡
戸
宗
の

使
徒
﹄
た
ち
で
あ
っ
た
（
中
見
眞
理
「
太
平
洋
問

題
調
査
会
と
日
本
の
知
識
人
」﹃
思
想
﹄
85
年
2

月
号
）。

松
方
は
満
鉄
に
入
社
し
、
東
亜
経
済
調
査
局

（
東
京
）
に
勤
務
し
た
。
満
鉄
は
太
平
洋
問
題
調

査
会
が
開
催
し
た
会
議
に
、
日
本
の
満
州
権
益
を

擁
護
す
る
立
場
か
ら
積
極
的
に
参
加
し
た
（
井
村

哲
郎
「
満
州
事
変
後
満
鉄
海
外
弘
報
・
情
報
活
動

の
一
齣
」﹃
ア
ジ
ア
経
済
﹄
93
年
10
月
号
）。
松
方

は
、
33
年
に
太
平
洋
問
題
調
査
会
中
央
事
務
局
書

記
と
し
て
ホ
ノ
ル
ル
に
派
遣
さ
れ
た
。

聯
合
総
支
配
人
、
古
野
伊
之
助
は
松
本
に
、
聯

合
の
上
海
支
局
長
と
と
も
に
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン

の
専
務
理
事
を
兼
任
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
っ

た
。
ま
た
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
の
編
集
主
任
と

聯
合
の
英
文
部
長
と
を
兼
ね
さ
せ
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
（
松
本
重
治
﹃
上
海
時
代
﹄）。

松
本
は
、「
上
海
に
は
、
政
府
や
軍
の
宣
伝
工

作
だ
け
を
や
る
た
め
に
行
く
つ
も
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
言
っ
て
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
の
専
務

理
事
が
上
海
支
局
長
を
兼
ね
る
の
で
は
な
く
、
上

海
支
局
長
が
プ
レ
ス
・
ユ
ニ
オ
ン
の
専
務
理
事
を

兼
ね
る
こ
と
、
聯
合
の
英
文
サ
ー
ビ
ス
を
プ
レ

ス
・
ユ
ニ
オ
ン
の
活
動
の
主
体
と
す
る
と
い
う
こ

と
の
二
つ
を
条
件
に
そ
れ
を
受
け
入
れ
た（
同
前
）。

松
本
も
宣
伝
工
作
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
古
野
は
「﹃
聯
合
﹄
は
財
政
的
に
余

裕
が
な
く
、
極
度
に
節
約
し
て
い
る
か
ら
、
支
局

長
の
交
際
費
な
ど
は
一
文
も
出
せ
な
い
よ
。
交
際

費
が
要
る
な
ら
ば
、
君
の
腕
で
、
プ
レ
ス
・
ユ
ニ

オ
ン
か
ら
そ
の
専
務
理
事
と
し
て
の
交
際
費
を
巻

き
上
げ
給
え
」（
同
前
）
と
言
っ
た
。

ジョージ・ブロンソン・
レー
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２
0
２
５
年
7
月
の
参
院
選
に
始
ま
り
、
10
月

の
自
民
党
総
裁
選
で
高
市
早
苗
氏
が
当
選
に
至
っ

た
日
本
政
治
の
大
揺
れ
の
震
源
が
、
参
政
党
へ
の

急
激
な
国
民
の
支
持
拡
大
に
あ
る
こ
と
は
多
く
の

人
々
が
認
め
る
こ
と
だ
ろ
う
。
今
回
は
、
参
政
党

と
高
市
氏
に
関
連
し
た
メ
デ
ィ
ア
の
日
本
語
を
考

え
て
み
た
い
。

よ
み
が
え
る
「
ガ
イ
ジ
ン
」

ま
ず
「
外
国
人
」
と
い
う
日
本
語
を
取
り
上
げ

る
。「

日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
参
院
選
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
た
参
政
党
は
、
真
偽
が
曖
昧
ま
た
は

間
違
い
と
さ
れ
る
よ
う
な
外
国
人
に
関
す
る
情
報

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
動
画
を
駆
使
し
て
露
出
度
を
高

め
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
参
政
党
以
外
の
政
党

か
ら
の
発
信
も
増
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
「
外
国
人
」

が
ト
レ
ン
ド
入
り
す
る
。
こ
れ
は
自
民
党
総
裁
選

の
争
点
に
も
影
響
し
た
。

新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
既
存
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
を

後
追
い
し
、
参
院
選
の
投
票
の
判
断
材
料
と
し
て

「
外
国
人
政
策
」「
外
国
人
問
題
」
を
大
き
く
報
道

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
外
国
人
規
制

ど
う
す
る
」（
日
経

7
月
５

日
）「

外
国
人
政
策

論
点
に
浮
上
」（
朝
日

7
月

9
日
）

「
参
院
選

各
党
が
在
留
外
国
人
に
関
す
る
政

策
打
ち
出
す

論
点
の
１
つ
に
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

7

月
9
日
）

ち
な
み
に
「
外
国
人
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て

検
索
す
る
と
、
朝
日
の
記
事
は
２
0
２
５
年
５
月

に
２
２
6
件
、
6
月
２
２
9
件
だ
っ
た
の
が
、
7

月
は
4
4
6
件
に
急
増
し
た
。
毎
日
も
５
月
１
7

4
件
、
6
月
１
4
4
件
が
7
月
は
3
3
6
件
と
２

倍
以
上
に
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。

筆
者
は
大
学
と
は
別
に
、
日
本
語
学
校
で
留
学

生
向
け
の
日
本
語
教
師
も
し
て
お
り
、
日
々
、
外

国
人
と
接
し
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
人
フ
ァ
ー

ス
ト
と
外
国
人
と
い
う
日
本
語
が
、「
政
策
」
や

「
規
制
」
と
と
も
に
突
然
、
あ
ふ
れ
始
め
た
こ
と

に
強
烈
な
戸
惑
い
を
覚
え
た
。

日
本
語
教
師
と
い
う
職
業
に
携
わ
る
に
当
た
っ

て
は
、「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
自
文
化
中
心
主

義
」「
自
民
族
中
心
主
義
」
と
訳
さ
れ
る
「
エ
ス

ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
」
を
排
す
る
よ
う
促
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

筆
者
が
こ
ど
も
の
こ
ろ
、
外
国
人
は
「
外
人

︵
ガ
イ
ジ
ン
︶」
と
言
う
の
が
普
通
で
、
主
に
欧
米

人
を
連
想
さ
せ
た
。『
三
省
堂
国
語
辞
典
』（
第
八

版
）
で
は
、「（
外
人
は
）
外
国
人
に
く
ら
べ
て
、

よ
そ
者
と
い
う
感
じ
を
あ
た
え
る
」
と
説
明
さ

れ
、
共
同
通
信
社
の
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』

（
第
14
版
）
の
「
差
別
語
、
不
快
語
」
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
「
外
人
↓
外
国
人
」
と
す
る
よ
う
決
め
ら

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
外
国
人
と
い
う
言
葉
自
体 7 月23日付朝日

「
保
守
」
な
の
か
、「
右
派
」
な
の
か

　
　
　
連
載
「
メ
デ
ィ
ア
の
日
本
語
」（
14
）

杉

浦

信

之

（
中
央
大
学
客
員
教
授
）
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は
差
別
感
の
な
い
客
観
的
な
表
現
と
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
反
射
的

に
使
用
さ
れ
た
と
き
、
外
国
人
に
は
、
か
つ
て
の

「
外
人
︵
ガ
イ
ジ
ン
︶」=
よ
そ
者
と
い
う
意
味
が

再
び
付
与
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
外
国
人
政
策
」
の
本
質
と
は

史
上
最
高
に
な
っ
た
日
本
へ
の
外
国
人
旅
行
者

に
よ
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
問
題
は
メ
デ
ィ
ア

で
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
取
り
上
げ
ら
れ
る
し
、
コ
ン

ビ
ニ
や
飲
食
店
は
外
国
人
の
従
業
員
な
し
に
は
営

業
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
日
本

人
が
日
常
的
に
外
国
人
と
接
し
て
お
り
、
異
文
化

に
よ
る
誤
解
や
摩
擦
を
体
感
す
る
機
会
が
あ
る
の

は
当
た
り
前
だ
。

報
道
の
大
き
さ
と
頻
度
が
問
題
意
識
を
目
覚
め

さ
せ
る
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
「
議
題
設
定
理
論
」

と
い
う
考
え
方
か
ら
す
る
と
、「
外
国
人
問
題
」

と
い
う
大
ざ
っ
ぱ
な
表
現
で
、
何
度
も
何
度
も
報

道
さ
れ
れ
ば
、
日
本
人
の
周
囲
に
は
何
か
重
大
な

問
題
が
進
行
し
て
い
る
よ
う
な
「
疑
似
環
境
」
が

形
成
さ
れ
、
不
安
な
感
情
を
抱
い
て
し
ま
う
の
も

当
然
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
ガ
イ
ジ
ン
と
し
て
の
外
国
人
と

し
て
連
想
さ
せ
る
の
は
誰
な
の
か
。
筆
者
が
教
え

る
二
つ
の
大
学
で
44
人
の
学
生
に
選
択
肢
を
示

し
、「
外
国
人
問
題
と
し
て
連
想
す
る
も
の
は
？
」

と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
9
月
末
に
し
た
と
こ
ろ
、

50
％
が
ア
ジ
ア
系
、
25
％
が
ア
フ
リ
カ
系
と
答
え

た
。
欧
米
系
は
3
人
だ
け
だ
っ
た
。

参
院
選
後
、
日
本
の
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
ア
フ
リ
カ
4
カ
国
を
対
象
に
日
本
の
四
つ

の
地
方
自
治
体
を
「
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
と
認
定
し

た
が
、「
外
国
人
が
押
し
寄
せ
る
」
と
の
誤
解
か

ら
抗
議
が
殺
到
し
て
撤
回
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
の
相
手
国
が
欧
米
諸
国
だ
っ
た
ら
同
じ
こ
と
が

起
き
た
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
「
外
国
人
政
策
」
は
、
人
口
減
少
が

予
想
を
超
え
る
速
度
で
進
行
す
る
日
本
社
会
を
日

本
人
だ
け
で
維
持
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
、
本

当
に
「
移
民
」
は
必
要
な
い
の
か
、
と
い
う
深
刻

な
現
実
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き
「
問
題
」
の
は
ず

だ
。
現
実
に
は
技
能
実
習
な
ど
の
名
目
で
外
国
人

労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
政
府
が
「
移
民
」
を
認
め
て
い
な
い
た
め
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
も
「
移
民
」
を
見
出
し
に
す
る

こ
と
は
少
な
い
。

大
ざ
っ
ぱ
な
「
外
国
人
問
題
」
と
い
う
言
葉

を
、「
移
民
政
策
」「
労
働
人
口
政
策
」
と
、
具
体

的
に
見
出
し
で
報
道
し
て
い
れ
ば
、
外
国
人
=
ガ

イ
ジ
ン
に
対
す
る
安
易
な
反
感
と
は
違
う
判
断
を

す
る
有
権
者
が
増
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
経
新
聞
が
「
検
証

日
本
の
針
路
」
と
い
う

１
面
企
画
記
事
の
２
回
目
で
「
移
民
政
策
の
矛

盾

外
国
人
共
生
へ
建
前
を
排
せ
」
と
い
う
見
出

し
を
掲
げ
た
の
は
慧け

い

眼が
ん

だ
っ
た
と
思
う
が
、
参
院

選
後
の
7
月
23
日
だ
っ
た
。

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
排
外
主
義
」
の
芽
を
指
摘
す
る
メ
デ
ィ
ア

や
、
外
国
人
優
遇
な
ど
の
指
摘
を
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ

ッ
ク
で
否
定
す
る
報
道
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
支
持
者
た
ち
に
は
、
最

初
か
ら
こ
う
し
た
報
道
は
届
か
な
い
か
、
ス
ル
ー

さ
れ
て
し
ま
い
、「
外
国
人
問
題
」
と
い
う
メ
デ

ィ
ア
の
見
出
し
が
「
外
国
人
を
標
的
と
し
て
攻
撃

せ
よ
」
と
い
う
「
犬
笛
」
と
し
て
機
能
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
に
思
う
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
は
「
保
守
」
で
な
く
「
右
派
」

次
に
、
参
政
党
や
高
市
氏
を
メ
デ
ィ
ア
が
取
り

上
げ
る
際
に
使
わ
れ
る
「
保
守
」
と
い
う
日
本
語

の
使
わ
れ
方
を
見
て
い
く
。

参
院
選
で
の
参
政
党
の
躍
進
を
、
英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ニ

ュ
ー
ス
の
日
本
語
版
サ
イ
ト
は
、「︻
解
説
︼
参
院

選
で
極
右
政
党
が
台
頭
、『
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
』

で
議
席
拡
大
」（
7
月
22
日
）
と
報
じ
た
。
英
語

版
の
ス
ク
リ
プ
ト
を
見
る
と
、
タ
イ
ト
ル
は
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「T
he rise of the far-right ʻJapanese Firstʼ 

party
」
で
あ
る
。

同
じ
く
、
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
日
本
語
版
サ
イ
ト
は
、

「
参
院
選
で
参
政
党
が
躍
進
、
ネ
ッ
ト
か
ら
始
ま

っ
た
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
が
ど
の
よ
う
に
し

て
大
勝
し
た
か
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
た
。
い

ず
れ
も
、
欧
州
を
中
心
に
勢
力
を
伸
ば
す
「
極

右
」「
右
派
」
と
同
じ
扱
い
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。「
保
守
」
で
は
な
い
。

参
政
党
自
身
、
ド
イ
ツ
の
最
大
野
党
「
ド
イ
ツ

の
た
め
の
選
択
肢
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）」
や
フ
ラ
ン
ス
の

国
民
連
合
（
Ｒ
Ｎ
）
な
ど
移
民
に
対
す
る
排
外
主

義
を
主
張
す
る
「
極
右
政
党
」
に
親
近
感
を
示

し
、「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
標

ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
同
じ
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
参
院
選
の
結
果
を
報
じ
る
日
本
の
大
手

メ
デ
ィ
ア
の
参
政
党
に
対
す
る
形
容
は
、「
日
本

人
フ
ァ
ー
ス
ト
を
掲
げ
た
」
と
か
、「
行
き
過
ぎ

た
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
反
対
し
た
」
と
い
う
も

の
が
多
く
、
直
接
的
に
「
極
右
」
は
も
ち
ろ
ん
、

「
右
派
」
と
形
容
す
る
報
道
は
極
め
て
少
な
か
っ

た
。
保
守
色
を
全
面
に
出
し
た
政
党
名
の
日
本
保

守
党
と
合
わ
せ
て
「
新
興
政
党
」
と
表
現
す
る
ケ

ー
ス
も
あ
っ
た
。

解
説
記
事
な
ど
で
は
、「
世
界
の
右
派
躍
進
の

波
、
日
本
に
も
到
達

参
政
党
が
と
ら
え
た
体
制

不
信
の
民
意
」（
7
月
21
日

日
経
新
聞
電
子
版
）

の
よ
う
な
編
集
委
員
の
解
説
記
事
も
あ
っ
た
が
、

参
政
党
を
右
派
政
党
と
は
呼
ん
で
い
な
い
。

自
由
民
主
党
結
党
に
よ
る
保
守
合
同
と
日
本
社

会
党
の
結
成
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
「
55
年
体
制
」
を

機
に
、
日
本
の
政
治
構
造
は
「
保
守
」「
革
新
」

の
対
立
構
造
を
軸
に
メ
デ
ィ
ア
は
報
道
を
展
開
し

て
き
た
。
し
か
し
、
紆う

余よ

曲
折
の
末
の
日
本
社
会

党
の
事
実
上
の
解
体
後
、
メ
デ
ィ
ア
用
語
的
に

は
、「
革
新
」
は
い
つ
し
か
「
リ
ベ
ラ
ル
」
に
代

わ
り
、「
保
守
」「
中
道
」
と
い
う
三
つ
の
色
分
け

に
変
わ
っ
た
。

た
だ
、
保
守
と
言
っ
て
も
、
戦
後
の
平
和
と
民

主
主
義
を
尊
重
し
、
経
済
成
長
を
眼
目
と
し
た

「
穏
健
保
守
」
が
あ
る
一
方
、
第
２
次
安
倍
政
権

の
長
期
化
を
支
え
た
支
持
層
の
よ
う
に
、
夫
婦
別

姓
に
反
対
し
、
男
系
天
皇
の
維
持
を
主
張
、
対
中

韓
に
は
強
硬
に
対
応
す
る
よ
う
な
層
は
「
岩
盤
保

守
」「
保
守
強
硬
派
」
と
呼
ば
れ
、
主
張
に
は
大

き
な
違
い
が
あ
る
。「
右
派
︵
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
︶」

は
「
岩
盤
保
守
」
と
一
部
が
重
な
る
と
思
う
が
、

大
手
メ
デ
ィ
ア
は
日
本
の
こ
う
し
た
勢
力
を
地
の

文
で
「
右
派
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
少
な
い
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
が
「
右
派
政
党
」、「
極
右
政

党
」
と
表
現
す
る
の
は
、
欧
米
の
排
外
主
義
的
な

政
治
勢
力
が
ほ
と
ん
ど
で
、
日
本
に
は
そ
う
し
た

政
党
や
政
治
家
は
な
い
と
い
う
認
識
の
よ
う
に
さ

え
思
え
る
こ
と
も
あ
る
。「
右
派
」「
極
右
」
と

は
、
街
宣
車
で
大
音
響
を
流
し
な
が
ら
走
り
回
る

「
右
翼
団
体
」
だ
け
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
は
思
う
の
だ
が
。

参
政
党
の
神
谷
宗
幣
代
表
が
参
院
選
後
、
Ａ
ｆ

Ｄ
の
共
同
党
首
と
国
会
で
会
談
し
た
こ
と
を
報
じ

る
記
事
の
見
出
し
は
、「
参
政
党
の
神
谷
宗
幣
代

表
、
ド
イ
ツ
極
右
政
党
Ａ
ｆ
Ｄ
の
共
同
党
首
と
意

見
交
換
」（
8
月
５
日

日
経
電
子
版
）、「
神
谷

氏

独
極
右
党
首
と
会
談
」（
8
月
6
日
付
朝
日

紙
面
）
と
、
そ
の
親
近
さ
を
報
じ
て
は
い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
中
で
参
政
党
に
つ
い
て
「
右

派
」「
極
右
」
と
は
し
て
い
な
い
。

韓
国
の
中
央
日
報
日
本
語
版
は
、
参
政
党
と
も

考
え
が
似
通
う
高
市
氏
が
、
自
民
党
総
裁
選
の
所

見
演
説
会
を
報
じ
た
際
、「『
外
国
人
が
鹿
を
足
で

蹴
る
』
日
本
極
右
・
高
市
氏
の
発
言
が
論
議
呼

ぶ
」（
9
月
26
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
）
と
の
見

出
し
を
付
け
、
本
文
中
で
は
「
極
右
性
向
に
分
類

さ
れ
る
」
と
高
市
氏
を
表
現
し
て
い
る
。

「
保
守
」
で
一
括
り
の
日
本
メ
デ
ィ
ア

そ
の
高
市
氏
が
10
月
4
日
、
大
方
の
予
想
を
覆

し
て
女
性
初
の
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
。
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英
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
同
日
、
参
政
党
の
躍
進
を
報
じ
た

同
じ
東
京
特
派
員
が
「
高
市
氏
は
、
党
内
で
も
右

寄
り
で
保
守
的
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
」
と
評

し
た
う
え
で
、
識
者
の
言
葉
と
し
て
「（
高
市
氏

は
）
右
派
の
有
権
者
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
総
選
挙
に
突
入
し
た

場
合
、
幅
広
い
国
民
の
支
持
を
代
わ
り
に
失
う
こ

と
に
な
る
と
思
う
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
紹
介

し
、
明
確
に
「
右
派
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

同
じ
こ
と
を
報
じ
る
日
本
の
新
聞
で
「
保
守
」

や
「
右
派
」
の
使
わ
れ
方
は
ど
う
か
。
翌
５
日
付

朝
刊
で
見
る
と
、
見
出
し
と
し
て
は
「
保
守
回

帰

地
方
か
ら
う
ね
り
」（
朝
日
２
面
）、「
保
守

回
帰

求
め
た
党
員
」（
毎
日
１
面
）
が
代
表
的

だ
。

地
の
文
で

も
「
か
ね
て

保
守
的
な
考

え
を
示
し
て

き
た
高
市

氏
」（
読
売

社
説
）、「
保

守
層
の
支
持

を
集
め
る
高

市
氏
」（
産

経
主
張
）
な

ど
、「
保
守
」

と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
高
市
氏

を
形
容
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
大

半
だ
。

一
方
で
、

「
公
明

自
民

の
右
傾
化
警

戒
」（
毎
日
１
面
）、「
公
明
硬
化

右
傾
化
に
危

機
感
」（
東
京
２
面
）
な
ど
、「
右
傾
化
」
と
い
う

日
本
語
も
登
場
す
る
。
こ
れ
は
「
右
派
」
を
意
識

し
た
表
現
だ
ろ
う
。

た
だ
、
日
本
の
新
聞
で
高
市
氏
を
「
右
派
」
と

い
う
言
葉
で
形
容
し
た
の
は
５
日
の
毎
日
社
説
ぐ

ら
い
で
、「
右
派
的
言
動
に
警
戒
感
も
」
と
も
中

見
出
し
を
付
け
、「
党
内
右
派
の
論
客
と
し
て
高

い
知
名
度
を
誇
る
」
と
表
現
し
て
い
た
が
、
こ
れ

は
少
数
派
に
属
す
る
。

一
方
で
、
海
外
報
道
を
引
用
す
る
形
式
に
な
る

と
、「
中
国
・
新
華
社
『
代
表
的
な
右
翼
政
治
家
』」

（
日
経
５
面
見
出
し
と
記
事
）、「
中
国
で
は
主
要

メ
デ
ィ
ア
が
一
斉
に
（
中
略
）『
日
本
の
代
表
的

な
右
翼
政
治
家
の
一
人
』
な
ど
と
評
し
た
」（
読

売
２
面
）
と
、「
右
翼
」
と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま

ま
使
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
保
守
や
右
派
の
定
義
に
ま
で
は
踏

み
込
ま
な
い
が
、
自
民
党
総
裁
選
報
道
の
中
で
、

「『
保
守
』
の
イ
ン
フ
レ

定
義
必
要
」（
10
月
２

日
付
朝
日
、
中
島
岳
志
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
と
い

う
記
事
が
あ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
自
身
が
曖
昧
で
不

分
明
な
言
葉
の
使
い
方
に
疑
問
を
抱
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

「
右
派
」
と
い
う
言
葉
を
避
け
て
「
保
守
」
で

一
括く

く

り
に
す
る
よ
う
な
言
葉
の
使
い
方
を
メ
デ
ィ

ア
が
選
択
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
日
本
の
政
治
状

況
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う

の
は
、
筆
者
の
考
え
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。

10月 ５ 日付朝日

10月 ５ 日付毎日

10月 ５ 日付日経
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連
載
の
最
後
は
、
デ
ビ
ッ
ド
・
Ｇ
・
フ
ィ
リ
ッ

プ
ス
。
小
説
を
書
く
傍
ら
調
査
報
道
で
も
強
み
を

発
揮
し
、
圧
倒
的
な
筆
力
を
見
せ
つ
け
た
。
代
表

作
は
利
権
探
し
と
私
腹
肥
や
し
に
血
道
を
上
げ
る

上
院
議
員
ら
の
実
態
を
初
め
て
暴
露
し
た
連
載

『T
he Treason of the Senate

（
上
院
の
裏
切

り
）』。
反
響
は
大
き
く
、
上
院
議
員
を
選
ぶ
方
式

が
憲
法
改
正
に
よ
り
公
選
制
へ
移
行
し
た
。
不
運

な
こ
と
に
活
躍
の
期
待
さ
れ
る
40
代
で
夭よ

う

折せ
つ

し

た
。
議
会
を
揺
さ
ぶ
っ
た
記
事
を
紹
介
し
よ
う
。

ワ
ー
ル
ド
紙
に
在
籍

1
8
6
7
年
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
生
ま
れ
。
14
歳

で
大
学
入
学
の
資
格
を
得
る
な
ど
優
秀
さ
は
折
り

紙
付
き
。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
卒
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
サ
ン
紙
な
ど
を
経
て
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
ワ
ー
ル
ド
紙
へ
転
身
。
在
籍
中
に
新

聞
王
を
題
材
に
し
た
小
説
の
上

じ
ょ
う

梓し

を
機
に
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
へ
転
向
し
た
。

高
く
評
価
さ
れ
た
の
は
新
聞
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

Ｒ
・
ハ
ー
ス
ト
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
誌
に
執
筆
し

た
上
院
議
員
21
人
の
腐
敗
を
暴
い
た
連
載
で
あ

る
。
1
9
0
6
年
3
月
か
ら
掲
載
さ
れ
た
。

当
時
は
、
拝
金
主
義
、
強
欲
主
義
の
横
行
す
る

〝
金
ぴ
か
時
代
〞。
ト
ラ
ス
ト
（
企
業
合
同
）
や
大

企
業
の
利
権
拡
大
と
カ
ネ
儲
け
に
心
血
を
注
ぐ
政

治
家
の
醜
い
姿
は
話
題
と
な
っ
た
。

発
行
部
数
は
倍
増
。
地
方
紙
が
転
電
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
全
米
で
反
響
を
呼
ぶ
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
い
き
さ
つ
は
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
ナ
ソ
ー
著
『
新
聞
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ラ
ン
ド

ル
フ
・
ハ
ー
ス
ト
の
生
涯
』
に
詳
し
い
。
系
列
の

新
聞
は
州
レ
ベ
ル
の
政
治
腐
敗
を
扱
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
同
誌
で
は
上
院
議
員
に
照
準
を
定
め
た
。

多
額
の
報
酬
を
提
示
し
、売
れ
っ
子
に
依
頼
し
た
。

凄
ま
じ
い
一
撃

作
品
は
1
0
0
㌻
、
厚
さ
1
㌢
の
単
行
本
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。「
傑
出
し
た
政
治
腐
敗
の
暴
露
」

「
改
革
に
向
け
凄す

さ

ま
じ
い
一
撃
と
な
る
だ
ろ
う
」

と
序
文
で
宣
言
し
て
い
る
。

9
章
か
ら
成
る
各
章
に
は
複
数
の
上
院
議
員
が

登
場
す
る
。
中
身
は
不
正
の
暴
露
。「
国
民
の
た

め
」
活
動
し
て
い
る
と
主
張
す
る
が
、
実
態
は
利

権
確
保
に
憂
き
身
を
や
つ
し
、
汚
職
三ざ

ん

昧ま
い

、
富
裕

層
と
の
人
脈
作
り
に
精
を
出
し
て
い
た
。

議
会
は
金
権
の
強
い
ボ
ス
が
支
配
し
て
い
た
。

ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
や
鉄
道
、
鉄
鋼
、
石
油
を
は
じ

め
と
し
た
ト
ラ
ス
ト
の
利
権
や
利
益
を
優
先
し
、

議
会
を
運
営
し
て
い
た
。
深
刻
だ
っ
た
の
は
共
和

党
と
民
主
党
の
「m

erge

（
統
合
）」、
悪
い
意
味

を
含
め
て
訳
す
と
〝
野
合
〞
だ
ろ
う
か
。

異
な
る
主
義
主
張
の
立
場
か
ら
侃か

ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

の
議

論
の
末
に
結
論
を
出
す
の
が
本
来
の
民
主
主
義
の

理
念
だ
が
、
当
時
の
議
会
は
違
っ
た
。
ラ
イ
バ
ル

で
あ
る
は
ず
の
2
大
政
党
の
ボ
ス
が
水
面
下
の
事

前
の
調
整
で
ガ
ッ
チ
リ
手
を
組
ん
で
い
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
政
党
は
も
ち
ろ
ん
自
身
の
懐
に
も
た
っ

ぷ
り
カ
ネ
が
入
っ
て
き
た
。
連
載
は
国
民
不
在
の

政
党
同
士
の
〝
癒
着
〞
を
白
日
の
下
に
さ
ら
け
出

し
た
。

議
員
ら
は
有
権
者
の
監
視
の
目
を
気
に
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
手
厳
し
い
批
判
を
受
け
て
も
再

選
が
危
ぶ
ま
れ
る
懸
念
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

記
事
の
冒
頭
に
、
上
院
や
議
員
の
果
た
す
べ
き

役
割
や
意
義
が
並
ぶ
。
①
政
治
は
（
国
の
）
繁
栄

上
院
議
員
の
不
正
暴
露
で
改
憲

デ
ビ
ッ
ド
・
Ｇ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス

　
　
　
1
0
0
年
前
の
米
調
査
報
道
史
（
6
・
最
終
回
）

古

賀

純

一

郎

（
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）

米調査報道
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を
決
め
ら
れ
な
い
が
配
分
は
決
め
ら
れ
る
②
行
政

の
中
で
最
高
権
力
を
持
つ
③
法
律
制
定
の
絶
大
な

権
限
を
持
つ
│
と
前
置
き
し
た
上
で
、
上
院
は

「（
国
の
）
繁
栄
の
配
分
の
最
終
決
定
者
」
と
規
定

し
て
い
る
。

ボ
ス
の
選
任
で
は
何
が
優
先
さ
れ
る
の
か
。
記

事
は
、「interest

（
利
権
）」
と
指
摘
す
る
。
貢

献
度
が
そ
の
尺
度
。
つ
ま
り
、
利
権
に
ま
み
れ
、

汚
職
三
昧
で
私
腹
を
肥
や
す
こ
と
に
成
功
し
た
議

員
が
上
り
詰
め
る
。

ワ
ル
の
王
者
デ
ピ
ュ
ー
│
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
の
下
僕

こ
こ
で
は
21
人
の
う
ち
極
め
付
き
の
ワ
ル
の
横

綱
2
人
を
紹
介
し
よ
う
。
1
人
目
が
第
1
章
に
登

場
す
る
王
者Chauncey M

. D
epew

（
チ
ャ
ウ

ン
シ
ー
・
Ｍ
・
デ
ピ
ュ
ー
）。
冒
頭
に
は
ギ
ョ
ロ

リ
と
し
た
目
で
こ
ち
ら
を
に
ら
む
顔
写
真
が
据
え

ら
れ
て
い
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
「
政
治
と
略
奪

の
、
独
善
的
で
ず
る
賢
い
日
和
見
主
義
者
の
典
型

的
な
顔
が
こ
れ
だ
」。

1
8
3
4
年
4
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
生
ま
れ
。

エ
ー
ル
大
卒
後
、
法
律
家
と
し
て
の
道
を
歩
み
始

め
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
海
運
王
、
鉄
道

王
コ
ー
ネ
リ
ア
ス
・
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
へ
の
「
献

身
」
ぶ
り
。
66
年
に
傘
下
の
鉄
道
、
76
年
に
は
本

社
の
顧
問
弁
護
士
へ
就
任
。
85
年
に
社
長
、
98
年

に
は
議
長
に
上
り
詰
め
た
。
政
治
と
の
関
係
は
62

年
の
州
議
会
議
員
が
き
っ
か
け
。
77
年
に
上
院
議

員
、
99
年
に
再
選
さ
れ
1
9
1
1
年
ま
で
務
め

た
。
利
益
相
反
な
ど
に
気
を
遣
っ
た
形
跡
は
み
ら

れ
な
い
。

2
足
の
わ
ら
じ
を
履
く
〝
忠
犬
〞
の
仕
事
は
何

か
。
総
帥
の
喜
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
関
連
の
法
律
の
策
定

や
新
料
金
の
認
可
な
ど
へ
の
対
応
。
ド
ル
箱
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
路
線
の
営
業
・
販
売

関
係
の
諸
権
利
の
確
保
に
も
関
わ
っ
た
。
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
れ
ば
、
関
連
の
委
員
会
を
担
当
す
る
議
員

に
渡
り
を
つ
け
る
。
賄
賂
も
多
用
し
た
。

こ
の
他
、
傘
下
の
鉄
道
数
社
の
統
合
許
可
と
1

億
㌦
相
当
の
営
業
権
や
4
千
万
㌦
相
当
の
上
水
道

の
利
権
を
無
料
で
入
手
。
市
当
局
に
数
百
万
㌦
を

出
さ
せ
て
四
番
街
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ

ル
鉄
道
の
施
設
を
一
新
し
た
。
地
元
紙
は
「
バ
ン

ダ
ー
ビ
ル
ト
帝
国
の
た
め
腐
敗
し
た
議
員
の
立
場

に
立
っ
た
」
と
批
判
し
た
が
、
覆
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
身
も
心
も
捧
げ
る
理
想
的
な
代
理
人
だ
っ

た
。な

ぜ
上
院
議
員
に
選
ば
れ
た
の
か
。
記
事
に
よ

る
と
、
1
期
目
は
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
が
2
期
目
は

こ
れ
に
銀
行
家
Ｊ
・
Ｐ
・
モ
ル
ガ
ン
が
加
わ
っ
て

政
治
ボ
ス
へ
推
薦
し
た
。
モ
ル
ガ
ン
は
1
9
0
1

年
の
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
誕
生
で
暗
躍
す
る
な
ど
米
経

済
界
で
隠
然
た
る
力
を
誇
っ
て
い
た
。
金
融
王
と

鉄
道
・
海
運
王
が
推
せ
ば
外
せ
な
い
。

「
危
険
な
ほ
ど
卑
屈
で
媚
び
へ
つ
ら
う
ご
機
嫌

取
り
」
と
描
写
す
る
デ
ピ
ュ
ー
の
性
格
も
興
味
深

い
。
日
本
風
に
い
え
ば
、「
ゴ
マ
の
す
り
兵
衛
」

だ
が
、
そ
の
手
法
が
芸
術
的
と
い
う
か
圧
巻
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
巨
大
ト
ラ
ス
ト
に
群
が
る
政
治
家

の
多
く
は
汚
職
に
ま
み
れ
て
い
た
。

政
治
屋
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
│
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
と
の
癒
着

デ
ピ
ュ
ー
が
東
と
し
た
ら
西
の
横
綱
は
ロ
ー
ド

ア
イ
ラ
ン
ド
州
代
表
の
上
院
議
員Nelson W

. 
A
ldrich

（
ネ
ル
ソ
ン
・
Ｗ
・
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
）。

共
和
党
議
員
総
会
の
会
長
も
務
め
た
。

娘
が
米
国
最
大
の
富
豪
の
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
家

へ
嫁
ぎ
、
こ
の
関
連
で
さ
ま
ざ
ま
な
利
権
が
取
り

沙
汰
さ
れ
た
。
権
限
を
最
大
限
利
用
し
、
私
腹
を

肥
や
す
た
め
汲

き
ゅ
う

々き
ゅ
うと

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。

1
8
4
1
年
の
同
州
農
家
の
生
ま
れ
。
地
元
の

学
校
を
卒
業
後
、
魚
屋
な
ど
を
転
々
と
し
、
小
さ

な
銀
行
の
役
員
に
な
っ
た
。

娘
の
話
を
し
よ
う
。
1
9
0
1
年
に
結
婚
し
た

相
手
が
総
帥
の
一
人
息
子
の
ジ
ュ
ニ
ア
。
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
伝
を
つ
づ
っ
た
ロ
ン
・
チ
ャ
ー
ナ
ウ
著

『T
itan

（
巨
人
）』
は
第
19
章
で
こ
れ
を
取
り
上
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げ
て
い
る
。

出
会
い
は
、
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
大
統
領
主
催
の
船

上
パ
ー
テ
ィ
。
陽
気
で
社
交
的
な
ア
ビ
ー
が
内
気

で
会
話
も
ま
ま
な
ら
な
い
ジ
ュ
ニ
ア
に
好
感
を
抱

き
交
際
が
始
ま
っ
た
。
息
の
詰
ま
る
ほ
ど
堅
苦
し

い
家
庭
で
育
っ
た
ジ
ュ
ニ
ア
は
こ
の
出
会
い
で「
人

生
は
楽
し
い
」
と
初
め
て
知
っ
た
と
語
っ
て
い
た
。

父
親
オ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
評
が
興
味
深
い
。「
81

年
に
上
院
議
員
に
選
ば
れ
、
そ
の
後
30
年
間
議
員

の
座
を
守
り
、
最
後
に
は
上
院
財
形
委
員
会
の
委

員
長
に
上
り
詰
め
た
。
ガ
チ
ガ
チ
の
保
護
貿
易
主

義
者
で
あ
る
と
同
時
に
ト
ラ
ス
ト
の
献
身
的
な
従

僕
で
、
私
腹
を
肥
や
す
た
め
公
職
を
利
用
し
て
い

た
。
砂
糖
ト
ラ
ス
ト
か
ら
5
0
0
万
㌦
の
融
資
を

受
け
て
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
（
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州

都
）
の
市
街
電
車
会
社
4
社
に
投
資
す
る
一
方

で
、
ニ
ュ
ー
ヘ
ブ
ン
鉄
道
の
代
表
も
務
め
、
公
務

を
実
入
り
の
い
い
商
売
替
わ
り
に
し
て
死
ぬ
ま
で

1
6
0
0
万
㌦
を
た
め
込
ん
だ
。
公
僕
と
い
う
よ

り
は
政
治
屋
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
」。

政
治
ボ
ス
で
州
議
会
、
選
挙
、
裁
判
所
を
支

配
、
政
界
も
牛
耳
っ
た
。
ウ
ォ
ー
ル
街
の
泥
棒
男

爵
モ
ル
ガ
ン
と
も
昵じ

っ

懇こ
ん

で
「
金
融
権
力
の
最
高
の

奉
仕
者
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
利
権
の
対
象
と
捉
え
た
。
バ

ス
路
線
、
ガ
ス
や
電
気
の
営
業
権
。
国
内
産
業
保

護
の
関
税
も
そ
の
一
つ
で
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
関
税
法

（
1
8
9
0
年
）
な
ど
の
創
設
に
尽
力
。
砂
糖
、

塩
、
鉄
鋼
、
鉄
道
用
レ
ー
ル
な
ど
の
輸
入
品
が
高

騰
、
建
設
コ
ス
ト
な
ど
の
上
昇
で
政
治
へ
カ
ネ
が

流
れ
込
ん
だ
。

砂
糖
ト
ラ
ス
ト
の
た
め
の
法
案
や
反
ト
ラ
ス
ト

法
を
骨
抜
き
に
す
る
法
案
も
成
立
さ
せ
た
。
オ
ル

ド
リ
ッ
チ
が
砂
糖
業
界
の
利
権
を
守
る
一
方
で
、

国
内
で
は
物
価
が
急
騰
、
失
業
者
も
増
え
た
。

連
載
は
、
こ
の
ほ
か
利
権
漁
り
に
精
を
出
し
た

A
rthur P. Gorm

an

（
ア
ー
サ
ー
・
Ｐ
・
ゴ
ー

マ
ン
）
や
〝
野
合
〞
の
代
表John C. Spooner

（
ジ
ョ
ン
・
Ｃ
・
ス
プ
ー
ナ
ー
）
な
ど
19
人
の
上
院

議
員
の
金
権
腐
敗
ぶ
り
を
詳
細
に
つ
づ
っ
て
い
る
。

大
統
領
の
攻
撃

記
事
へ
の
反
撃
は
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
。
意
外

に
も
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
か
ら
だ
っ
た
。
掲
載

1
カ
月
後
の
4
月
の
議
会
で
早
く
も
こ
き
下
ろ
す

演
説
が
炸さ
く

裂れ
つ

し
た
。「
急
速
に
調
査
報
道
の
記
者

ら
は
社
会
の
助
け
に
な
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
善

へ
の
告
発
に
も
な
っ
て
い
な
い
」「
多
く
の
記
事

は
不
正
確
で
、
嘘
と
知
り
な
が
ら
書
い
て
い
る
記

者
も
い
る
」
と
指
弾
。
調
査
報
道
を
専
門
と
す
る

記
者
ら
を
「m

uckraker

（
マ
ッ
ク
レ
イ
カ
ー
）」

と
の
の
し
っ
た
。

こ
れ
に
は
糞ふ
ん

な
ど
を
か
き
集
め
る
熊
手
を
例
え

に
あ
ら
探
し
す
る
〝
連
中
〞
の
意
味
合
い
が
あ

る
。
あ
り
も
し
な
い
政
治
家
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を

喜
々
と
し
て
執
筆
す
る
忌い

ま

々い
ま

し
い
記
者
ど
も
と
の

気
持
ち
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
政
治
腐
敗
な
ど
の

報
道
に
心
血
を
注
ぐ
記
者
ら
を
一
刀
両
断
に
切
り

捨
て
た
。

当
時
は
、
増
え
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
報
道
に
辟へ

き

易え
き

す
る
市
民
が
出
始
め
て
い
た
頃
。
こ
う
し
た
層
に

受
け
た
。
な
で
切
り
に
あ
っ
た
議
員
ら
も
留
飲
を

下
げ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
な
ぜ
、
大
統
領
が
最
初
だ

っ
た
の
か
。

ま
ず
、
出
身
の
共
和
党
と
仲
間
の
議
員
ら
を
守

る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
批
判
さ
れ
た
デ
ピ

ュ
ー
は
実
は
大
恩
人
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

知
事
候
補
へ
の
推
薦
か
ら
副
大
統
領
就
任
に
向
け

た
支
援
。
大
統
領
が
亡
く
な
れ
ば
後
任
に
は
副
大

統
領
が
就
く
の
が
ル
ー
ル
。
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
大
統

領
暗
殺
に
よ
り
1
9
0
1
年
9
月
に
大
統
領
に
昇

格
す
る
直
前
ま
で
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
共
和
党
の
大

ボ
ス
の
デ
ピ
ュ
ー
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
。

実
は
、
こ
れ
に
は
前
段
が
あ
っ
た
。
大
統
領
は

議
会
演
説
の
1
カ
月
前
の
ワ
シ
ン
ト
ン
の
集
ま
り

で
記
者
ら
に
同
じ
趣
旨
の
ス
ピ
ー
チ
を
オ
フ
レ
コ

で
浴
び
せ
て
い
た
。
こ
れ
を
耳
に
し
た
マ
ク
ル
ア

ー
ズ
誌
の
ス
テ
フ
ァ
ン
ズ
は
「
発
言
は
、
あ
な
た
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を
大
統
領
に
当
選
さ
せ
た
す
べ
て
の
記
者
達
の
調

査
報
道
を
終
わ
り
に
さ
せ
ま
す
よ
」
と
忠
告
し
て

い
た
。
や
は
り
昵
懇
の
ベ
ー
カ
ー
も
「
社
会
改
革

を
目
指
す
私
た
ち
の
仕
事
を
大
き
く
阻
害
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
」
と
や
ん
わ
り
注
意
し
た
。
2

人
は
社
会
変
革
を
目
指
す
大
統
領
を
応
援
し
て
き

た
経
緯
が
あ
っ
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
記
事
が
念
頭
に
あ
っ
た
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
は
「
君
た
ち
の
こ
と
で
は
な
い
」
と
理

解
を
求
め
た
。
だ
が
、
こ
れ
を
機
に
両
者
の
溝
は

じ
わ
じ
わ
広
が
り
、
埋
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
同
誌
内
で
路
線
論
争
が
噴
出
。
調

査
報
道
の
基
軸
と
な
っ
た
タ
ー
ベ
ル
、
ベ
ー
カ

ー
、
ス
テ
フ
ァ
ン
ズ
は
去
り
、
新
し
い
雑
誌
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
ゴ
タ
ゴ
タ
も

重
な
り
、
大
統
領
と
記
者
ら
と
の
共
闘
で
脚
光
を

浴
び
た
調
査
報
道
時
代
は
突
然
、
終

し
ゅ
う

焉え
ん

を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。

憲
法
改
正
へ

政
界
の
反
応
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。「
上
院
の

腐
敗
を
根
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
良
識
派

を
中
心
に
公
選
制
移
行
の
動
き
が
加
速
す
る
。
嚆こ
う

矢し

と
な
っ
た
の
は
11
年
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ブ
リ
ス
ト

ウ
上
院
議
員
の
提
起
し
た
憲
法
改
正
の
決
議
だ
っ

た
。
州
単
位
で
の
直
接
選
挙
を
求
め
る
声
が
燎

り
ょ
う

原げ
ん

の
火
の
よ
う
に
広
が
る
。
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
を
皮

切
り
に
各
州
の
賛
成
が
規
定
の
4
分
の
3
以
上
を

超
え
、
憲
法
修
正
第
17
条
が
承
認
さ
れ
た
。
中
身

は
「
米
上
院
は
、
各
州
か
ら
人
民
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
2
人
の
上
院
議
員
で
な
る
」。
公
選
に
よ
る

最
初
の
上
院
議
員
は
13
年
7
月
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

で
誕
生
し
た
。
連
載
で
糾
弾
さ
れ
た
議
員
の
大
半

が
上
院
か
ら
去
っ
た
。

凶
弾
に
倒
れ
る

連
載
の
4
年
半
後
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
白
昼
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ど
真
ん
中
で
凶
弾
に
倒
れ
、
43

歳
の
人
生
を
終
え
た
。

デ
ニ
ス
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
著
『A

 life of Pulit-
zer

（
ピ
ュ
リ
ッ
ア
ー
の
人
生
）』
な
ど
に
よ
る

と
、
背
の
高
い
イ
ケ
メ
ン
、
高
級
ス
ー
ツ
を
着
こ

な
す
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
、
1
9
1
1
年
1
月
23
日

の
月
曜
日
昼
、
自
宅
を
出
た
。
向
か
っ
た
の
は
近

く
の
ク
ラ
ブ
。
入
ろ
う
と
す
る
と
1
人
の
男
が
近

づ
き
、
銃
を
乱
射
。
ク
ラ
ブ
に
い
た
友
人
ら
が
異

変
を
察
知
し
、
病
院
へ
担
ぎ
込
ん
だ
。
致
命
傷
は

肺
ま
で
達
し
た
銃
弾
で
当
日
は
元
気
だ
っ
た
が
、

翌
夕
急
変
し
た
。

調
べ
に
よ
る
と
、
男
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
卒
の
若

い
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
。
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
の
著
名

な
一
家
の
出
身
で
楽
団
に
所
属
し
て
い
た
。
直
後

に
、
自
分
の
銃
で
頭
を
撃
ち
即
死
し
た
。
少
し
前

ま
で
精
神
障
害
の
療
養
所
に
収
容
さ
れ
、
治
療
を

受
け
て
い
た
。

連
載
は
今
回
で
最
後
で
あ
る
。
1
0
0
年
前
の

調
査
報
道
が
果
た
し
た
役
割
は
何
か
。
拝
金
主

義
、
金
権
腐
敗
の
蔓ま

ん

延え
ん

す
る
〝
金
ぴ
か
時
代
〞
の

政
治
・
経
済
体
制
を
変
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
札
束

が
物
を
言
う
世
界
か
ら
、
法
と
正
義
が
貫
徹
す
る

社
会
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
マ
ク
ル
ア

ー
ズ
誌
の
記
者
ら
と
大
統
領
の
共
闘
に
よ
り
実
現

し
た
。
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
の
が
調
査
報
道
で
、
6

回
の
連
載
で
ト
ラ
ス
ト
や
政
治
家
の
不
正
腐
敗
を

暴
露
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

電
話
な
ど
通
信
手
段
の
未
発
達
に
も
め
げ
ず
、

足
で
稼
ぎ
、
告
発
記
事
を
連
発
し
た
。
原
書
に
目

を
通
せ
ば
分
か
る
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
記
事
は
最

近
の
調
査
報
道
に
決
し
て
引
け
を
取
ら
な
い
。
時

間
を
か
け
た
粘
り
強
い
取
材
が
完
成
度
に
磨
き
を

か
け
た
。
現
在
と
の
違
い
は
何
だ
ろ
う
。
や
や
書

生
論
っ
ぽ
く
な
る
が
、
不
正
を
た
だ
し
た
い
と
す

る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
決
意
、
意
気
込
み
に
尽
き

る
の
で
は
な
い
か
。
言
い
古
さ
れ
た
言
葉
だ
が
要

は
「
初
心
に
戻
る
」
こ
と
だ
ろ
う
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
の
危
機
が
喧
伝
さ
れ
る
中
、
調
査
報
道
の
持

つ
、
重
く
て
気
高
い
使
命
に
こ
れ
か
ら
も
期
待
し

た
い
。（
敬
称
略
）
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東
南
ア
ジ
ア
の
都
市
国
家
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。
経

済
立
国
で
知
ら
れ
、
１
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で

は
世
界
4
位
、
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
で
も
香
港
と

３
位
を
争
う
。
マ
レ
ー
半
島
の
南
端
に
あ
る
島
国

は
全
体
の
面
積
が
東
京
23
区
と
お
よ
そ
同
規
模
。

人
口
約
６
０
０
万
人
で
、
東
京
23
区
（
約
９
8
０

万
人
）
や
香
港
（
約
７
５
０
万
人
）
を
下
回
る
。

こ
の
う
ち
国
民
・
永
住
者
が
７
割
を
占
め
、
３
割

が
長
期
滞
在
外
国
人
と
い
う
構
成
だ
。
複
数
民
族

国
家
で
も
あ
り
、
中
華
系
が
７
割
超
と
最
多
で
、

マ
レ
ー
系
が
１
割
強
、
イ
ン
ド
系
が
１
割
弱
。
英

語
、
中
国
語
、
マ
レ
ー
語
、
タ
ミ
ル
語
の
4
言
語

が
公
用
語
と
さ
れ
て
い
る
。

在
留
邦
人
数
は
約
３
万
2
０
０
０
人
。
外
務
省

の
国
・
地
域
別
ラ
ン
ク
で
は
11
位
だ
が
、
国
の
規

模
を
考
慮
す
る
と
滞
在
日
本
人
の
数
は
か
な
り
多

い
実
感
が
あ
る
。
そ
の
大
半
が
日
本
の
企
業
な
ど

の
駐
在
員
と
そ
の
家
族
で
、
日
系
企
業
は
大
手
中

小
含
め
約
4
５
０
０
社
を
数
え
る
。
東
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
拠
点
性
か
ら
、
海
運
な
ど
物
流
、
商

社
、
金
融
の
ほ
か
、
各
種
製
造
業
も
早
く
か
ら
進

出
。
小
売
や
外
食
の
進
出
も
著
し
く
、
近
年
は
日

系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
動
き
も
活
発
化
し
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
も
、
こ
う
し
た
外
国
企
業

を
歓
迎
し
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

体
制
を
構
築
し
て
い
る
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て

は
必
ず
し
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
と
は
言
い
難
い
面
が

あ
る
。
人
件
費
や
家
賃
な
ど
滞
在
コ
ス
ト
が
高
い

こ
と
も
あ
り
、
日
系
メ
デ
ィ
ア
は
近
年
支
局
の
閉

鎖
が
相
次
ぎ
、
現
在
は
日
経
新
聞
、
共
同
通
信
、

時
事
通
信
の
３
社
の
み
残
っ
て
い
る
状
況
だ
。

報
道
自
由
度
は
低
評
価

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
団
体
・
国
境
な
き
記
者

団
（
Ｒ
Ｓ
Ｆ
）
の
「
世
界
報
道
自
由
度
ラ
ン
キ
ン

グ
」
の
2
０
2
５
年
版
に
よ
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
は
１
8
０
カ
国
中
１
2
３
位
。
東
南
ア
ジ
ア
の

近
隣
国
で
比
較
す
る
と
、
１
１
６
位
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
よ
り
下
位
で
、
１
2
７
位
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ

り
少
し
上
、
区
分
と
し
て
は
下
か
ら
2
番
目
の

「
困
難
」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
経
済
面
の
高

評
価
と
報
道
自
由
度
の
低
評
価
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ

プ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
特
異

な
政
治
体
制
だ
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
分
離
独

立
す
る
形
で
１
９
６
５
年
に
建
国
さ
れ
た
が
、
こ

れ
ま
で
与
党
・
人
民
行
動
党
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
）
に
よ
る

実
質
的
な
一
党
支
配
体
制
を
維
持
し
て
い
る
。
野

党
も
複
数
存
在
し
、
正
当
な
形
で
総
選
挙
も
行
わ

れ
て
い
る
が
、
議
会
の
議
席
の
９
割
超
を
与
党
が

占
有
す
る
体
制
が
続
い
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
言
え
ば
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
国
の
礎
を
築
い
た
リ
ー
・
ク
ア
ン
ユ
ー

初
代
首
相
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
ま
だ
に
強
い
。
３
代

目
の
首
相
も
長
男
の
シ
ェ
ン
ロ
ン
氏
が
務
め
た
こ

と
か
ら
、
リ
ー
家
が
支
配
し
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
与
え
る
が
、
初
代
の
強
権
的
な
色
は
時
代
と
共

に
薄
ま
り
、
昨
年
就
任
し
た
4
代
目
の
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ウ
ォ
ン
首
相
の
下
、
集
団
指
導
体
制
に
移
行

し
て
い
る
。
総
選
挙
は
５
年
ご
と
、
首
相
交
代
は

約
20
年
に
一
度
と
超
安
定
し
た
政
治
体
制
と
、
厳

し
い
刑
罰
な
ど
統
制
色
の
強
い
社
会
体
制
で
治
安

を
維
持
し
て
き
た
が
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
異
色
の

政
治
社
会
体
制
が
、
こ
う
し
た
経
済
発
展
を
可
能

に
し
て
き
た
面
が
あ
る
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
社
会
維
持
の
た
め
の
統
制

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

報
道
自
由
度
は
低
評
価

●
特
派
員
リ
レ
ー
報
告
（
167
）

「
世
界
1
2
3
位
」、
経
済
面
と
ギ
ャ
ッ
プ

　
　
　
党
優
位
体
制
下
の
メ
デ
ィ
ア
規
制
の
実
情

時
事
通
信
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
支
局
長

本

杉

邦

夫
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は
言
論
面
に
も
及
ん
で
い
る
。
Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
に
つ
い
て

「
報
道
の
自
由
と
編
集
の
独
立
性
は
ほ
と
ん
ど
尊

重
さ
れ
て
い
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。
実
際
の
と

こ
ろ
、
ど
う
な
の
か
。

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各
1
社

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
内
主
要
メ
デ
ィ
ア
を
み
る

と
、
新
聞
社
と
放
送
局
が
各
１
社
し
か
な
く
、
い

ず
れ
も
実
質
的
に
国
営
メ
デ
ィ
ア
と
言
っ
て
い
い

状
況
だ
。
国
内
唯
一
の
放
送
局
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
プ

は
、
ニ
ュ
ー
ス
専
門
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ニ
ュ
ー

ス
・
ア
ジ
ア
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
）
の
ほ
か
、
各
民
族
言
語

版
の
テ
レ
ビ
放
送
に
加
え
、
複
数
の
ラ
ジ
オ
放
送

も
運
営
し
て
い
る
が
、
政
府
系
投
資
会
社
テ
マ
セ

ク
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
傘
下
に
あ
る
。
唯
一

の
新
聞
社
Ｓ
Ｐ
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
（
旧
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
プ
レ
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
は
主
要
英

字
紙
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ
と
経
済
紙
ビ
ジ
ネ

ス
・
タ
イ
ム
ズ
の
ほ
か
、
放
送
と
同
様
、
各
言
語

の
新
聞
を
発
行
。
ま
た
雑
誌
の
出
版
や
一
部
の
ラ

ジ
オ
も
運
営
し
て
い
る
。
特
に
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ

イ
ム
ズ
紙
は
創
刊
が
１
8
０
年
前
の
１
8
4
５
年

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
老
舗
だ
が
、
近
年
は
購
読
者

数
減
な
ど
も
あ
り
経
営
難
で
、
21
年
に
は
非
営
利

組
織
に
再
編
さ
れ
、
政
府
の
資
金
援
助
で
存
続
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
特
に
ス
ト
レ
ー
ツ
・

タ
イ
ム
ズ
紙
に
つ
い
て
は
、
政
府
・
与
党
寄
り
の

色
合
い
が
現
状
で
は
強
く
、
日
々
の
紙
面
に
も
如

実
に
表
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
首
相
や
閣
僚
の

講
演
や
発
言
内
容
に
つ
い
て
は
１
面
ト
ッ
プ
の
大

き
な
扱
い
で
詳
細
に
報
じ
ら
れ
る
傾
向
が
顕
著

だ
。
こ
う
し
た
記
事
は
発
言
自
体
に
ニ
ュ
ー
ス
性

を
含
む
場
合
も
当
然
あ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
国

民
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
色
の
強
い
内
容
で
あ
る
こ
と

が
多
い
。

記
事
の
内
容
自
体
は
至
極
真
っ
当
な
も
の
だ

が
、
第
三
者
的
な
メ
デ
ィ
ア
の
視
点
か
ら
見
て
ニ

ュ
ー
ス
性
に
乏
し
い
と
思
わ
れ
る
内
容
で
も
１
面

ト
ッ
プ
扱
い
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
媒
体
側
の

「
忖そ

ん

度た
く

」
的
な
配
慮
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。
同
時
に
政
府
・
与
党
と
し
て
も
国
民
に
向
け

て
自
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
地

元
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
姿
勢
が
う

か
が
え
る
。

国
民
か
ら
も
、
こ
う
し
た
「
公
式
媒
体
」
へ
の

情
報
源
と
し
て
の
信
頼
は
高
く
、
ロ
イ
タ
ー
・
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
所
の
最
新
調
査
で
も
、
国
民

の
メ
デ
ィ
ア
信
頼
度
は
ス
ト
レ
ー
ツ
・
タ
イ
ム
ズ

が
75
％
と
最
も
高
く
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
プ
の
Ｃ
Ｎ

Ａ
が
74
％
と
僅
差
で
続
い
た
。

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

地
元
有
力
メ
デ
ィ
ア
が
政
府
の
影
響
下
に
あ
る

一
方
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
や
新
興
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ

ィ
ア
に
対
し
て
も
、
巧
妙
な
法
的
規
制
枠
組
み
が

敷
か
れ
て
き
て
い
る
。
2
０
１
９
年
に
は
「
オ
ン

ラ
イ
ン
虚
偽
情
報
・
情
報
操
作
防
止
法
（
略
称
Ｐ

Ｏ
Ｆ
Ｍ
Ａ
）」
が
導
入
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
対
策
法
」
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
む
オ

ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
の
台
頭
と
、
そ
れ
に
伴
う
真

偽
不
明
情
報
の
氾
濫
を
受
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以

外
の
複
数
の
国
で
も
同
様
の
規
制
が
導
入
さ
れ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｐ
Ｏ
Ｆ
Ｍ
Ａ
で
は
、
事
実
に

反
す
る
虚
偽
情
報
で
、
公
共
安
全
や
対
外
関
係
へ

の
悪
影
響
、
選
挙
な
ど
内
政
面
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
場
合
、
関
係
当
局
か
ら
訂
正
命
令
が
出
さ

れ
、
従
わ
ず
に
有
罪
と
な
っ
た
場
合
、
個
人
に
は

1
社

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各
11

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

実
質
国
営
の
新
聞
・
放
送
が
各

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
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規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
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も
規
制
枠
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み

外
国
メ
デ
ィ
ア
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も
規
制
枠
組
み

外
国
メ
デ
ィ
ア
に
も
規
制
枠
組
み

SPHメディアの本社（筆者撮影）
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最
大
で
禁
錮
10
年
お
よ
び
罰
金
10
万
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
㌦
（
以
下
ド
ル
、
約
１
１
５
０
万
円
）、
団
体

に
は
最
大
１
０
０
万
㌦
の
罰
金
が
科
さ
れ
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
虚
偽
情
報
を
過
去
６
カ
月
間
に
３

件
以
上
掲
載
し
た
場
合
、
サ
イ
ト
か
ら
広
告
や
購

読
料
な
ど
の
収
益
を
得
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。

19
年
11
月
以
降
、
こ
れ
ま
で
計
約
１
９
０
件
近

い
命
令
が
出
さ
れ
た
が
、
媒
体
と
し
て
は
個
人
・

団
体
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
投
稿
が
約
７
割
と
多

く
、
内
容
で
は
時
期
的
な
こ
と
も
あ
り
コ
ロ
ナ
関

連
の
虚
偽
情
報
が
約
３
割
と
最
多
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
命
令
対
象
は
、
一
般
個
人
以
外
で
は
反
政

府
・
与
党
的
メ
デ
ィ
ア
や
野
党
関
係
者
な
ど
一
部

の
「
確
信
的
常
習
犯
」
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
24

年
12
月
に
は
大
手
メ
デ
ィ
ア
で
初
め
て
ブ
ル
ー
ム

バ
ー
グ
の
記
事
に
訂
正
命
令
が
出
さ
れ
た
。
現
役

閣
僚
名
を
交
え
て
高
級
不
動
産
取
引
の
不
透
明
な

部
分
を
取
り
上
げ
た
内
容
だ
っ
た
が
、
政
府
は
事

実
関
係
に
誤
認
が
あ
る
と
反
論
。
記
事
を
転
載
し

た
メ
デ
ィ
ア
に
ま
で
同
時
に
命
令
が
出
さ
れ
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
、
こ
う
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｆ
Ｍ

Ａ
の
対
象
記
事
や
投
稿
に
つ
い
て
、
検
証
専
用
サ

イ
ト
「
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
」
を
設
け
て
お
り
、

ど
の
部
分
が
事
実
誤
認
で
あ
る
か
を
事
細
か
に
反

論
し
て
い
る
。

22
年
に
は
外
国
干
渉
対
策
法
（
略
称
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
導
入
さ
れ
た
。
海
外
勢
力
の
内
政
介
入
・

干
渉
を
防
止
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る

が
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
も
場
合
に
よ
っ
て
は

規
制
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ａ
に
つ
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
批
判
的
な
記

事
で
も
正
当
な
取
材
や
報
道
に
は
適
用
外
と
さ
れ

て
い
る
が
、
政
府
は
外
国
メ
デ
ィ
ア
よ
る
批
判
的

報
道
に
は
「
内
政
干
渉
」
と
し
て
神
経
を
と
が
ら

せ
て
い
る
。

23
年
９
月
に
は
英
誌
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
支
局
長
に
対
し
、
内
政
干
渉
を
理
由
に
警

告
が
出
さ
れ
た
。
他
社
媒
体
へ
の
寄
稿
で
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
「
非
自
由
国
家
」
と
表
し
、「
か
い

ら
い
メ
デ
ィ
ア
」
以
外
の
視
点
の
重
視
を
呼
び
掛

け
た
こ
と
が
「
明
ら
か
に
一
線
を
越
え
た
」
と
政

府
に
判
断
さ
れ
た
。
政
府
は
声
明
で
、
外
国
人
特

派
員
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
関
す
る
報
道
や
論
評
の

自
由
を
認
め
つ
つ
、「
不
正
確
ま
た
は
偏
向
報
道

に
対
し
て
は
訂
正
を
求
め
て
反
論
す
る
権
利
が
政

府
に
あ
る
」
と
明
記
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
規
制
と
は
別
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
デ
モ
や
集
会
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
お
り
、
内

容
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
無
許
可
の
場
合
は
厳
し

く
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
る
。
複
数
民
族
・
宗
教
国

家
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
政
府
は
民
族
間
の
融
和

に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
、
特
定
勢
力
に

よ
る
政
治
ア
ピ
ー
ル
が
不
和
の
火
種
に
な
り
か
ね

な
い
リ
ス
ク
を
懸
念
し
、
一
律
に
認
め
な
い
方
針

だ
。表

現
や
言
論
の
自
由
に
は
制
限
が
か
け
ら
れ
る

一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
自
体
は
汚
職
に
極
め

て
厳
格
で
、
ク
リ
ー
ン
な
政
治
の
維
持
に
努
め
て

い
る
。
23
年
７
月
に
は
Ｆ
１
レ
ー
ス
誘
致
を
め
ぐ

る
贈
収
賄
で
当
時
の
運
輸
相
が
逮
捕
さ
れ
、
翌
年

に
拘
禁
12
月
の
実
刑
判
決
が
下
さ
れ
た
。
閣
僚
の

汚
職
で
の
有
罪
は
約
50
年
前
の
１
９
７
５
年
以
来

と
い
う
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
「
汚
職
調
査
局

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｂ
）」
な
る
専
門
捜
査
機
関
が
監
視
の
目

を
光
ら
せ
て
お
り
、
単
に
汚
職
が
見
過
ご
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
。

世
界
各
国
の
腐
敗
や
汚
職
を
監
視
す
る
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ト
ラ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
の
腐
敗
認
識
指
数
の
最
新
版
で
は
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
続

き
３
位
に
ラ
ン
ク
。
ア
ジ
ア
の
国
と
し
て
も
唯
一

ベ
ス
ト
10
入
り
し
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
報
道

自
由
度
で
も
６
位
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
５
位
と
、

い
ず
れ
も
上
位
で
、
報
道
自
由
度
の
低
い
国
ほ
ど

政
治
の
腐
敗
度
も
高
い
国
が
多
い
中
、
こ
の
二
つ

が
連
関
し
な
い
点
に
お
い
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
異
色
性
は
際
立
っ
て
い
る
。
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関
東
大
震
災
で
皇
居
前
広
場
に
避
難
し
た
群

衆
の
パ
ノ
ラ
マ
の
復
元
に
こ
ぎ
着
け
た
経
緯

や
、
原
爆
投
下
直
後
の
広
島
市
街
の
焼
け
野
原

の
パ
ノ
ラ
マ
を
作
成
し
た
い
き
さ
つ
な
ど
、
貴

重
な
報
道
写
真
を
め
ぐ
る
秘
話
が
満
載
の
本
だ
。

著
者
は
共
同
通
信
写
真
部
一
筋
で
、
定
年
後

は
嘱
託
と
し
て
資
料
写
真
の
掘
り
起
こ
し
と
裏

付
け
調
査
に
専
念
し
て
き
た
。
そ
れ
を
通
じ
て

見
え
て
き
た
の
は
「
戦
前
か
ら
昭
和
20
年
代
初

め
ま
で
の
新
聞
写
真
の
実
相
と
、
通
信
社
写
真

部
の
歩
み
」
だ
と
い
う
。
そ
の
中
核
を
成
す
の

が
、
１
９
４
５
年
の
終
戦
を
挟
ん
だ
激
動
の
１

年
の
同
盟
通
信
（
共
同
通
信
と
時
事
通
信
の
前

身
）
写
真
部
の
活
動
だ
。

本
書
は
、
新
聞
通
信
調
査
会
の
月
刊
誌
「
メ

デ
ィ
ア
展
望
」（
２
０
１
６
年
９
月
号
か
ら
24

年
11
月
号
）
に
29
回
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
記

事
に
、
そ
の
後
分
か
っ
た
新
事
実
な
ど
を
加
筆

し
た
も
の
。
報
道
写
真
で
振
り
返
る
戦
前
か
ら

戦
後
初
期
に
か
け
て
の
昭
和
史
と
も
言
え
よ
う
。

ま
ず
驚
い
た
の
は
、
45
年
８
月
15
日
の
終
戦

の
日
を
め
ぐ
る
「
や
ら
せ
」
写
真
の
存
在
だ
。

二
重
橋
の
前
で
皇
居
の
方
に
土
下
座
し
た
り
、

腰
を
折
っ
て
頭
を
下
げ
た
り
す
る
市
民
の
姿
を

捉
え
た
２
枚
の
写
真
。
１
枚
は
大
阪
朝
日
新
聞

15
日
付
朝
刊
（
写
真
説
明
は
「
国
体
護
持
を
祈

り
つ
つ
宮
城
前
広
場
に
涙
の
お
詫
び
を
す
る
民

草
」）
な
ど
に
、
も
う
１
枚
は
16
日
付
の
京
都

新
聞
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
。

し
か
し
筆
者
ら
の
調
査
で
、
い
ず
れ
も
同
盟
通

信
が
15
日
よ
り
前
に
撮
影
し
事
前
に
配
信
し
て
い

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
２
枚
の
写
真

に
は
同
一
の
女
性
２
人
が
写
っ
て
お
り
、「
同
じ
時

間
帯
に
一
定
の
演
出
の
下
で
」
撮
ら
れ
た
も
の
と

判
断
で
き
る
と
い
う
。
事
前
配
信
さ
れ
た
こ
の
２

枚
の
写
真
が
合
計
12
紙
で
使
用
さ
れ
た
の
に
対

し
、
15
日
の
玉
音
放
送
以
後
に
撮
影
さ
れ
た
真
正

の
写
真
は
４
紙
に
掲
載
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

戦
前
・
戦
中
に
お
け
る
日
本
政
府
、
戦
後
は

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）
に
よ
る
報
道

統
制
・
検
閲
は
、
本
書
の
隠
れ
た
テ
ー
マ
の
一

つ
だ
。
45
年
９
月
27
日
の
昭
和
天
皇
と
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
元
帥
の
会
見
写
真
は
米
軍
カ
メ
ラ
マ
ン

の
撮
影
に
よ
る
も
の
だ
が
、
同
盟
通
信
が
28
日

午
前
に
入
手
し
て
配
信
。
東
京
新
聞
（
当
時
夕

刊
紙
）
が
同
日
夕
に
他
紙
に
先
駆
け
て
報
じ
た

と
こ
ろ
、
内
閣
情
報
局
か
ら
発
売
禁
止
処
分
を

受
け
た
。
追
い
掛
け
よ
う
と
し
た
朝
日
、
毎

日
、
読
売
報
知
の
３
紙
も
発
行
禁
止
命
令
を
出

さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
29
日
午
前
、
言

論
制
限
の
全
廃
を
政
府
に
命
じ
、
発
禁
処
分
は

取
り
消
さ
れ
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
統
制
の
力
が

政
府
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
移
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

「
敗
者
は
映
像
を
持
た
な
い
」─
。
68
年
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
フ
ィ
ル
ム
「
大
東
亜
戦
争
」

を
作
っ
た
映
画
監
督
・
大
島
渚
が
日
本
側
の
記

録
映
像
の
不
足
を
嘆
い
た
言
葉
だ
。
こ
れ
に
は

敗
者
側
の
上
層
部
が
自
ら
の
映
像
・
写
真
を
処

分
し
て
し
ま
う
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
本
書
に

は
、
敗
戦
の
直
前
に
軍
か
ら
命
じ
ら
れ
、
同
盟

通
信
写
真
部
が
社
屋
の
あ
る
市
政
会
館
周
辺
で

フ
ィ
ル
ム
や
乾
板
を
焼
却
・
破
棄
す
る
写
真
が

載
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
勝
者
の
目
か
ら
見
た

写
真
・
映
像
だ
け
が
残
り
、
敗
者
の
そ
れ
は
歴

史
の
闇
に
消
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

共
同
通
信
が
同
盟
通
信
な
ど
か
ら
引
き
継
い

だ
膨
大
な
戦
前
の
報
道
写
真
の
う
ち
、
写
真
説

明
で
５
Ｗ
１
Ｈ
を
満
た
し
て
い
る
も
の
は
少
な

い
と
い
う
。
き
ち
ん
と
調
べ
て
的
確
な
説
明
が

付
け
ば
資
料
価
値
が
出
て
く
る
。
本
書
で
も
、

原
爆
投
下
か
ら
１
年
後
の
広
島
市
で
、
ビ
ル
の

屋
上
か
ら
一
面
焼
け
野
原
の
市
街
地
を
見
下
ろ

す
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
写
真
の
解
明
に
著
者
が
取

り
組
み
、
４
年
余
り
か
け
て
写
っ
て
い
た
男
性

に
た
ど
り
着
い
た
奇
跡
の
よ
う
な
話
が
披
露
さ

れ
て
い
る
。
写
真
の
裏
付
け
は
地
道
な
作
業
で

あ
る
が
、
今
後
の
進し

ん

捗ち
ょ
くに
も
期
待
し
た
い
。

（
井
坂

公
明
＝
メ
デ
ィ
ア
激
動
研
究
所
所
長
）

沼
田
清

著　
　
（
新
聞
通
信
調
査
会
＝
２
２
０
０
円
）

　
　
『
昭
和
の
報
道
写
真
秘
話

　
　
　
　
戦
争
前
後
を
中
心
に
』
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10
月
21
日
、
臨
時
国
会
で
高
市
早
苗
・
自
民
党

総
裁
が
首
班
指
名
さ
れ
、
憲
政
史
上
初
の
女
性
首

相
が
実
現
し
た
。
公
明
党
の
与
党
離
脱
（
10
日
）

を
受
け
て
連
立
相
手
を
模
索
。
日
本
維
新
の
会
の

閣
外
協
力
を
得
て
「
連
立
政
権
」
樹
立
に
こ
ぎ
着

け
た
。
４
日
の
総
裁
選
か
ら
半
月
余
り
、
連
立
の

組
み
替
え
に
留
ま
ら
な
い
迷
走
の
す
え
、
薄
氷
を

踏
む
よ
う
な
内
閣
成
立
。
保
守
色
が
濃
厚
な
政
権

だ
が
、
前
途
は
厳
し
く
、
状
況
は
不
安
定
だ
。

高
市
内
閣
発
足
を
報
じ
た
22
日
付
在
京
各
紙
社

説
は
─
。
日
経
は
「『
ガ
ラ
ス
の
天
井
』
を
破
っ

た
意
義
は
大
き
い
」、
読
売
は
「
日
本
政
治
の
大

き
な
転
換
点
」
と
強
調
し
た
が
、
論
調
は
各
紙
で

か
な
り
異
な
る
。
見
出
し
で
分
け
れ
ば
「
日
本
再

起
に
全
力
で
当
た
れ
」
と
い
う
産
経
は
歓
迎
と
支

持
、「
新
た
な
時
代
開
く
転
機
と
な
る
か
」
の
読

売
と
「
政
策
進
め
難
局
打
開
せ
よ
」
の
日
経
は
期

待
と
懸
念
、「
急
進
的
な
『
改
革
』
姿
勢
へ
の
危

惧
」
の
朝
日
と
「
独
善
に
陥
れ
ば
進
路
を
誤
る
」

の
毎
日
、「
暮
ら
し
優
先
で
分
断
慎
め
」
の
東
京

は
危
惧
と
警
戒
と
い
う
感
じ
か
。

高
市
首
相
は
信
奉
す
る
安
倍
晋
三
元
首
相
の

「
安
倍
政
治
」
を
踏
襲
す
る
印
象
が
強
い
。
国
家

安
全
保
障
局
長
な
ど
の
選
任
で
も
23
日
付
毎
日
朝

刊
は
「
官
邸
人
事
『
安
倍
回
帰
』」
の
見
出
し
。

安
倍
氏
同
様
、
物
価
高
対
策
な
ど
、
経
済
優
先
を

表
看
板
に
、
安
保
・
防
衛
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
で

は
強
硬
な
保
守
路
線
を
進
め
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

対
し
23
日
社
説
で
朝
日
は
「『
天
井
』
は
破
れ
た

け
れ
ど
」
と
題
し
て
「（
私
た
ち
は
）
多
様
性
の

あ
る
社
会
に
向
け
て
歩
み
始
め
る
し
か
な
い
」
と

主
張
。
日
経
は
「
新
政
権
は
イ
ン
フ
レ
抑
え
強
い

経
済
を
」
の
見
出
し
で
、
第
２
次
安
倍
政
権
発
足

時
と
経
済
状
況
を
比
較
し
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

発
想
か
ら
脱
却
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
私

が
関
心
が
あ
る
の
は
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
の
動
向

だ
が
、
そ
れ
以
前
に
浮
上
す
る
の
は
、
閣
僚
ら
の

身
上
や
失
言
な
ど
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で
は
な
い
か
。

事
態
混
迷
の
主
因
と
な
っ
た
公
明
の
連
立
離
脱

は
、
大
方
の
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

「
公
明

我
慢
も
う
限
界
」（
11
日
付
朝
日
社
会
面

見
出
し
）
と
の
見
方
が
大
勢
だ
っ
た
が
、
既
に
７

日
付
日
経
朝
刊
は
「
公
明
・
学
会
に
連
立
離
脱

論
」、
８
日
付
読
売
朝
刊
も
「
公
明
内
に
『
連
立

離
脱
論
』」
と
報
道
。
さ
ら
に
、
日
経
の
３
日
付

朝
刊
「
デ
ー
タ
で
み
る
政
党
研
究

公
明
、
止
ま

ら
ぬ
退
潮
傾
向
」
は
、
そ
の
後
の
展
開
を
予
測
し

て
い
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
20
年
間
で
の
比
例
票

４
割
減
、
支
持
母
体
の
創
価
学
会
員
の
高
齢
化
な

ど
、「
存
亡
の
危
機
」
の
理
由
を
列
挙
。「
最
大
の

課
題
は
連
立
の
拡
大
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。「
３
党
の
連
立
に
な
れ
ば
調
整
は
複
雑
に
な

る
。
公
明
党
の
主
張
が
通
る
可
能
性
は
下
が
る
」

日
経
は
１
日
付
朝
刊
の
「
デ
ー
タ
で
み
る
政
党

研
究
」
で
は
「
維
新
、『
全
国
化
』
の
勢
い
鈍
る
」

と
し
て
離
党
者
が
相
次
ぎ
、
地
方
基
盤
が
揺
ら
い

で
い
る
と
分
析
し
た
。
両
党
と
も
党
勢
の
〝
ジ
リ

貧
〟へ
の
強
い
危
機
感
が
決
断
の
動
機
と
い
え
る
。

自
民
党
総
裁
選
は
、
決
選
投
票
に
な
れ
ば
小
泉

歓
迎
、
期
待
、
危
惧

日
経
デ
ー
タ
記
事
が
展
開
予
測
？

「
靖
国
参
拝
」
に
触
れ
な
か
っ
た
の
は
？

女性首相は実現したが…
万博の意義どこに？

小池　新
ジャーナリスト
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進
次
郎
・
農
水
相
が
有
利
と
い
わ
れ
て
お
り
、
高

市
氏
の
勝
利
は
予
想
外
。
翌
５
日
付
在
京
紙
社
説

で
注
目
し
た
の
は
、
産
経
が
靖
国
神
社
参
拝
に
全

く
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
政
治
姿
勢
が
近
い
立
場

か
ら
高
市
氏
へ
の
批
判
材
料
を
〝
消
す
〟
意
図
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
、
公
明
の
離
脱

表
明
後
の
11
日
付
で
編
集
局
次
長
兼
政
治
部
長
は

「
高
市
氏
は
公
明
が
嫌
っ
た
靖
国
神
社
の
参
拝
を

堂
々
と
行
え
ば
い
い
」
と
述
べ
た
。
22
日
社
説
で

は
再
び
靖
国
に
言
及
し
な
か
っ
た
。

高
市
氏
の
勝
因
に
は
毎
日
が
「
保
守
回
帰
求
め

た
党
員
」「
麻
生
氏
の
『
号
令
』
決
め
手
」
を
挙

げ
、
読
売
と
日
経
が
「
党
員
票

議
員
動
か
す
」

と
し
た
。「
解
党
的
出
直
し
」
が
叫
ば
れ
た
も
の

の
、
現
実
は
麻
生
太
郎
・
副
総
裁
を
中
心
に
「
派

閥
・
旧
派
閥
の
思
惑

有
利
に
」（
読
売
見
出
し
）。

朝
日
社
説
は
「『
変
わ
れ
な
い
自
民
党
』
を
強
く

印
象
づ
け
た
」
と
評
し
た
。

一
方
、
10
月
５
日
付
産
経
の
「
サ
ン
デ
ー
正

論
」
は
「『
世
代
交
代
』
に
抗
う
（
あ
ら
が
う
）

自
民
」
と
題
し
、
党
の
参
院
選
総
括
報
告
書
か

ら
、
青
年
局
が
重
視
し
た
「
世
代
交
代
の
断
行
と

青
年
世
代
の
登
用
」
の
文
言
が
抜
け
落
ち
た
と
書

い
た
。
総
裁
選
で
も
、
若
手
の
台
頭
を
拒
み
世
代

交
代
に
あ
ら
が
う
議
員
の
心
理
が
、
小
泉
氏
よ
り

高
市
氏
へ
の
投
票
の
流
れ
を
決
定
づ
け
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。

10
月
13
日
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
約
半
年
間
の

会
期
を
終
え
て
閉
幕
し
た
。
少
し
前
か
ら
総
括
企

画
を
連
載
し
た
新
聞
も
あ
り
、
14
日
付
朝
刊
各
紙

は
大
阪
、
東
京
と
も
「
あ
り
が
と
う
万
博
」「
サ

ヨ
ナ
ラ
万
博
」
な
ど
、
閉
幕
を
惜
し
む
見
出
し
。

こ
の
日
前
後
に
社
説
で
も
取
り
上
げ
た
。
一
般
来

場
者
が
２
５
０
０
万
人
を
超
え
、
運
営
費
が
黒
字

に
な
っ
た
こ
と
で
産
経
（
14
日
）
は
「
開
幕
前
の

低
調
に
終
わ
る
と
の
予
測
を
覆
し
て
活
況
を
呈
し

た
こ
と
は
、
成
功
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
評

価
。
日
経
（
15
日
）
も
「
成
功
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
」
と
し
た
。
他
紙
も
一
定
の
評
価
は
し
つ
つ
、

総
額
４
兆
円
と
も
い
わ
れ
る
国
費
が
使
わ
れ
た
こ

と
か
ら
、
詳
し
い
検
証
を
求
め
た
。
隣
県
の
地
元

紙
、
神
戸
新
聞
（
14
日
）
は
「
巨
額
の
国
費
投
じ

た
意
義
ど
こ
に
」
の
見
出
し
で
、
経
済
効
果
は
限

定
的
だ
っ
た
と
し
、
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）

な
ど
の
跡
地
利
用
構
想
は
「
経
済
効
果
ば
か
り
を

求
め
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
地
か
ら
考
え
る
べ
き

だ
」
と
辛
口
。
読
売
（
13
日
）
も
「（
カ
ジ
ノ
施

設
は
）
万
博
の
理
念
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
違

和
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
批
判
し
た
。

私
は
全
く
関
心
が
な
か
っ
た
。
周
り
で
話
題
に

な
っ
た
こ
と
も
な
く
、
文
字
通
り
関
西
の
万
博
だ

っ
た
。
関
西
の
生
ま
れ
育
ち
で
東
京
在
住
の
作

家
・
万
城
目
学
氏
も
10
月
13
日
付
朝
日
朝
刊
で

「
東
京
の
人
は
ほ
と
ん
ど
万
博
に
関
心
が
な
い
」

と
認
め
た
。
多
く
の
論
評
の
中
で
、
彼
の
次
の
よ

う
な
意
見
が
最
も
正
確
だ
と
思
え
た
。「
若
き
日

の
『
楽
し
す
ぎ
た
万
博
』（
１
９
７
０
年
の
前
回

万
博
の
こ
と
）
の
記
憶
を
持
つ
高
齢
世
代
が
万
博

開
催
を
求
め
た
が
、『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
は

思
い
出
で
止
め
て
お
こ
う
と
い
っ
て
終
え
る
べ
き

話
だ
っ
た
。
た
ぶ
ん
東
京
五
輪
も
そ
う
だ
っ
た
』」

「『
日
本
は
今
、
い
わ
ば
債
務
整
理
の
時
期
。
万
博

開
催
は
身
の
丈
に
合
わ
ず
、
無
理
が
あ
っ
た
』」

私
見
だ
が
、
大
阪
を
本
拠
と
す
る
日
本
維
新
の

会
が
推
進
し
て
き
た
万
博
や
「
副
首
都
構
想
」

は
、
東
京
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
表
れ
で

は
な
い
か
。
私
も
東
京
一
極
集
中
に
は
反
対
だ

し
、
大
阪
は
大
阪
ら
し
く
あ
っ
て
ほ
し
い
。
た

だ
、
維
新
の
や
り
方
は
そ
れ
と
は
違
う
の
で
は
な

い
か
。
イ
ベ
ン
ト
で
住
民
を
引
っ
張
っ
て
い
く
手

法
が
限
界
に
来
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
日

経
の
社
説
も
「
人
口
減
少
や
財
政
難
に
直
面
す
る

成
熟
国
家
と
な
っ
た
い
ま
、
こ
う
し
た
一
過
性
の

国
家
的
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も
開
く
べ
き
か
は
、
そ

の
都
度
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ

た
。

「
思
い
出
で
止
め
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
」
？
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初
の
女
性
自
民
党
総
裁
の
誕
生
か
ら
公
明
党
の

連
立
離
脱
。
政
局
が
目
ま
ぐ
る
し
く
動
く
中
で
、

こ
れ
を
書
く
の
は
ち
ょ
っ
と
証
文
の
出
し
遅
れ
の

感
も
な
く
は
な
い
。
ま
し
て
本
誌
の
先
月
号
で

は
、
杉
浦
信
之
、
小
池
新
、
井
内
康
文
3
氏
が
書

い
て
い
て
気
が
引
け
る
が
、
や
は
り
政
治
記
者
だ

っ
た
筆
者
と
し
て
は
一
言
、
言
っ
て
お
か
な
く
て

は
、
と
気
を
取
り
直
し
て
書
く
次
第
だ
。

「
近
く
」
は
い
つ
？

言
わ
ず
も
が
な
の
読
売
新
聞
の
「
石
破
首
相
退

陣
へ
」
の
〝
特
報
（
特
ダ
ネ
）〞
だ
。
結
果
は
、

紙
一
重
で
〝
誤
報
〞
と
な
っ
た
。
読
売
は
7
月
23

日
に
号
外
を
出
し
、
同
日
付
夕
刊
と
翌
24
日
付
朝

刊
で
「
石
破
首
相
退
陣
へ
」
と
報
じ
た
。
毎
日
新

聞
同
日
付
朝
刊
の
主
見
出
し
も
「
石
破
首
相

退

陣
へ
」
だ
っ
た
。
共
同
通
信
配
信
の
熊
本
日
日
新

聞
の
主
見
出
し
は
「
石
破
首
相
の
退
陣
不
可
避
」

で
、
西
日
本
新
聞
と
産
経
新
聞
も
同
じ
「
石
破
首

相

退
陣
不
可
避
」
だ
。

ち
な
み
に
朝
日
新
聞
は
「
首
相
進
退

党
内
の

対
立
激
化
」
と
い
う
当
た
り
障
り
の
な
い
見
出
し

だ
っ
た
。
読
売
の
「
退
陣
へ
」
号
外
を
踏
ま
え
つ

つ
も
、
な
お
か
つ
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
わ
け
で
、

こ
れ
ま
た
朝
日
な
り
の
総
力
取
材
・
総
合
判
断
の

結
果
だ
ろ
う
。
結
果
的
に
み
れ
ば
、
朝
日
の
取
材

力
が
読
売
を
一
枚
上
回
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

本
文
部
は
ど
う
か
。
読
売
は
「
石
破
首
相
は
…

退
陣
す
る
意
向
を
固
め
た
」
と
し
た
が
、
そ
れ
に

続
け
て
「
近
く
表
明
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い

る
」
と
書
い
た
。「
近
く
」
が
問
題
だ
っ
た
。
事

の
重
大
性
に
鑑
み
る
と
「
近
く
」
は
一
両
日
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
実
際
の
退
陣
（
内
閣
総

辞
職
）
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
と
し
て
も
、「
退

陣
表
明
」
は
す
ぐ
で
な
く
て
は
、
政
局
展
開
は
全

く
違
う
も
の
に
な
る
。
ま
た
事
実
そ
う
な
っ
た
。

過
去
の
事
例
で
は
、
竹
下
登
首
相
は
1
9
8
8

年
4
月
25
日
に
退
陣
表
明
し
た
が
、
実
際
に
内
閣

総
辞
職
し
た
の
は
6
月
3
日
。
そ
れ
は
消
費
税
を

盛
り
込
ん
だ
予
算
の
成
立
を
見
届
け
る
と
い
う
の

が
名
分
だ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
退
陣
表
明
」

が
あ
っ
て
こ
そ
の
政
局
展
開
だ
っ
た
。「
表
明
」

こ
そ
決
定
的
だ
。
そ
れ
が
今
回
「
近
く
表
明
す

る
」
だ
。
そ
れ
で
は
、
号
外
ま
で
出
し
て
大
見
出

し
で
報
じ
る
に
値
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残

る
。政

権
は
、
い
つ
か
は
退
陣
す
る
わ
け
だ
か
ら

「
退
陣
へ
」
は
い
つ
で
も
書
け
る
。
50
日
後
に
退

陣
表
明
し
た
か
ら
誤
報
で
は
な
い
と
強
弁
も
可
能

だ
。
小
池
氏
が
「
か
つ
て
な
ら
、〝
書
き
得
〞
か
、

取
材
競
争
で
の
〝
向
こ
う
傷
〞
と
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
し
た
通
り
だ
が
、
そ
ん
な
い
い

加
減
な
記
事
だ
っ
た
の
か
。

退
陣
報
道
は
〝
合
わ
せ
技
一
本
〞
？

い
や
い
や
、
読
売
と
し
て
は
そ
ん
な
い
い
加
減

な
報
道
は
し
て
い
な
い
と
9
月
3
日
付
朝
刊
で
詳

細
に
取
材
経
過
を
説
明
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

23
日
付
朝
刊
で
「
首
相
、
近
く
進
退
判
断
」
と
の

記
事
を
掲
載
し
た
後
、
石
破
首
相
は
「
こ
れ
で
党

内
が
静
か
に
な
る
と
い
い
ね
」
と
言
っ
た
と
い

う
。
23
日
午
前
9
時
す
ぎ
、「
本
紙
報
道
を
認
め

る
発
言
を
し
た
」
と
は
い
う
が
、
引
用
さ
れ
て
い

る
発
言
内
容
を
聞
け
ば
、
こ
れ
は
「
退
陣
」
を
認

め
た
の
で
な
く
、「
進
退
判
断
」
の
記
事
を
了
と

「
近
く
」
は
い
つ
？

退
陣
報
道
は
〝
合
わ
せ
技
一
本
〞
？

特報と誤報は紙一重

井芹　浩文

元共同通信社論説委員長
崇城大学名誉教授　　　
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し
た
だ
け
の
よ
う
に
伺
え
る
。「
こ
れ
で
党
内
が

静
か
に
な
る
と
い
い
ね
」
と
い
う
発
言
は
、
う
が

っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
元
首
相
と
の
会
談
を
前

に
、
辞
め
る
そ
ぶ
り
を
示
し
て
当
座
を
乗
り
切
ろ

う
と
い
う
石
破
サ
イ
ド
の
〝
情
報
操
作
〞
だ
っ
た

と
さ
え
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

読
売
検
証
記
事
の
要
点
は
、
10
月
13
日
付
新
聞

週
間
の
記
事
で
も
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
、
7

月
22
日
夜
、
日
米
関
税
交
渉
が
合
意
し
た
場
合
に

「
記
者
会
見
を
開
い
て
辞
意
を
表
明
す
る
」
と
周

囲
に
明
言
し
た
こ
と
だ
と
い
う
か
ら
少
々
あ
き
れ

た
。
二
つ
問
題
が
あ
る
。
読
売
号
外
の
根
拠
が
も

し
日
米
合
意
が
成
立
し
た
ら
、
と
い
う
ｉ
ｆ
の
世

界
を
記
事
の
支
え
と
し
て
い
て
、
そ
の
ｉ
ｆ
が
翌

23
日
の
合
意
発
表
で
満
た
さ
れ
た
か
ら
ゴ
ー
サ
イ

ン
だ
と
い
う
の
で
は
危
う
い
。

も
ち
ろ
ん
読
売
記
者
は
合
意
成
立
後
、
石
破
首

相
に
〝
直
当
た
り
〞
し
て
退
陣
の
意
向
に
「
変
わ

り
は
な
い
」
と
聞
い
て
い
る
。
た
だ
同
時
に
「
今

日
は
発
表
し
な
い
」
と
言
っ
た
の
だ
か
ら
、「
退

陣
」
を
す
ぐ
に
打
た
な
い
絶
対
的
な
ヒ
ン
ト
を
得

て
い
た
。
惜
し
か
っ
た
。

「
周
囲
に
明
言
」
の
心
も
と
な
さ

も
う
一
つ
は
「
周
囲
に
明
言
」
と
い
う
点
。

「
明
言
」
は
公
衆
の
前
で
言
う
時
に
使
い
、
周
囲

に
言
う
の
は
「
漏
ら
し
た
」
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
今
回
は
深
追
い
す
ま
い
。
こ
こ
で
は
再
三
検

証
記
事
に
出
て
き
た
石
破
首
相
本
人
に
聞
か
ず

に
、「
周
囲
」
が
登
場
し
た
点
が
驚
き
で
も
あ
り
、

心
も
と
な
い
限
り
だ
。

東
京
に
い
る
先
輩
記
者
か
ら
聞
い
た
話
で
は

「
女
性
秘
書
官
（
吉
村
麻
央
氏
か
？
）
が
読
売
、

毎
日
、
共
同
の
記
者
を
集
め
て
し
た
話
が
ネ
タ
元

で
は
な
い
か
」
と
い
う
。
読
売
、
毎
日
が
そ
ろ
っ

て
「
退
陣
へ
」
と
打
ち
、
共
同
は
半
歩
踏
み
と
ど

ま
っ
て
「
退
陣
不
可
避
」
と
打
っ
た
こ
と
と
も
平

ひ
ょ
う

仄そ
く

が
合
う
（
朝
日
は
不
在
）
話
だ
。

先
に
読
売
記
者
は
「
今
日
は
発
表
し
な
い
」
と

聞
い
て
い
て
、
読
売
の
編
集
幹
部
も
番
外
な
ど
は

見
送
っ
て
い
た
の
だ
が
、「
毎
日
新
聞
が
ニ
ュ
ー

ス
サ
イ
ト
で
首
相
が
退
陣
意
向
を
固
め
た
」
と
報

じ
た
の
が
き
っ
か
け
で
号
外
ま
で
出
し
て
し
ま
っ

た
と
検
証
記
事
は
正
直
に
打
ち
明
け
る
。
当
の
毎

日
は
号
外
ま
で
出
さ
ず
、
罪
一
等
を
減
じ
ら
れ
た

形
だ
。

最
後
の
踏
み
切
り
動
機
が
甘
か
っ
た
。「
退
陣

へ
」
を
打
ち
、
号
外
ま
で
出
す
な
ら
、
政
権
を
支

え
て
き
た
森
山
裕
幹
事
長
、
首
相
の
間
近
に
い
る

林
芳
正
官
房
長
官
、
首
相
が
信
頼
す
る
木
原
誠
二

選
対
委
員
長
に
も
総
が
か
り
で
当
た
る
べ
き
だ
ろ

う
が
、
検
証
記
事
に
は
一
切
登
場
せ
ず
、
ベ
ニ
ヤ

板
み
た
い
な
取
材
に
見
え
て
し
ま
う
。

毎
日
は
検
証
記
事
を
石
破
首
相
が
退
陣
表
明
し

た
翌
日
付
で
掲
載
し
た
。
こ
こ
で
も
「
周
辺
に
対

し
『
辞
め
る
の
は
い
つ
だ
っ
て
辞
め
ら
れ
る
』
と

話
し
て
い
た
」
こ
と
を
根
拠
の
一
つ
に
挙
げ
る

が
、
こ
ん
な
発
言
を
い
く
ら
「
確
認
」
し
て
も
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
と
は
な
る
ま
い
。
読
売
と
違
う
の
は

「
政
権
側
が
首
相
経
験
者
に
接
触
し
て
8
月
中
の

退
陣
表
明
を
示
唆
し
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
補
強
材

料
と
し
た
。
こ
れ
も
驚
い
た
。
こ
ん
な
程
度
の
情

報
で
、「
総
合
的
に
判
断
」
し
て
政
局
記
事
が
書

か
れ
て
い
る
と
し
た
ら
お
寒
い
限
り
だ
。

毎
日
は
い
ま
も
「
誤
報
」
を
認
め
て
い
な
い
。

首
相
本
人
が
「
政
治
空
白
」
を
懸
念
し
て
報
道
を

否
定
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
た
と
強
弁
す
る
。

た
だ
、
そ
れ
を
記
事
の
中
で
説
明
し
な
か
っ
た
の

が
読
者
の
混
乱
を
招
い
た
と
し
て
「
説
明
」
レ
ベ

ル
の
話
に
す
り
替
え
て
い
る
。
新
聞
は
「
事
実
」

に
基
づ
く
報
道
が
基
本
で
は
な
い
の
か
。「
退
陣

を
表
明
す
る
意
向
を
固
め
」
と
の
中
核
的
な
事
実

は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
。

毎
日
と
し
て
は
、
そ
の
意
向
が
「
周
辺
に
伝

え
」
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
と
主
張
す
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
は
伝
聞
証
拠
に
す
ぎ
ま
い
。〝
特

ダ
ネ
〞
意
識
が
な
け
れ
ば
3
段
記
事
程
度
の
ネ
タ

だ
ろ
う
。「
板い

た

子ご

一
枚
下
は
地
獄
」
と
の
諺
こ
と
わ
ざも
あ
る
。

「
周
囲
に
明
言
」
の
心
も
と
な
さ
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、

約
１
カ
月
が
過
ぎ
た
。

こ
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放

送
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ネ
ッ
ト
配
信
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ス
」
と
は
、
そ
の
制
度
的
位
置
付

け
が
全
く
異
な
る
。
改
正
放
送
法
の
施
行
に
よ
っ

て
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
テ
レ
ビ
放
送
に
加
え
、
ネ
ッ

ト
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
必
須
業
務
に
位
置

付
け
ら
れ
こ
と
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
制
度
に
紐

付
い
た
形
で
の
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を

介
し
て
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
を
視
聴
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
受
信
契
約
が
必
要
に
な
る
。

「
ケ
ー
タ
イ
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
誰
も
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
受
信
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
っ
た
噂
も
流
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
間
違

い
。
こ
れ
ま
で
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
契
約
の
延
長
線
上

に
、
こ
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
は
位
置
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
・
浸
透
に
よ
り
、
メ

デ
ィ
ア
環
境
が
激
変
す
る
中
で
、
受
信
料
制
度
に

紐
付
い
た
形
で
ネ
ッ
ト
展
開
を
行
う
こ
と
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
長
年
の
悲
願
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
よ
る
ネ
ッ
ト
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
、
受
信

料
制
度
と
の
関
係
な
ど
に
関
す
る
調
査
研
究
は
、

２
０
０
０
年
ご
ろ
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
内
部
で
ス
タ
ー
ト

し
た
と
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
と
っ
て
は
、
い
わ
ば
４
半
世
紀
を
か

け
て
、
そ
の
悲
願
が
達
成
さ
れ
た
と
も
言
え
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
将
来
的
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
・
浸
透
し
、
メ
デ
ィ
ア

環
境
が
激
変
す
る
中
で
、
ネ
ッ
ト
配
信
に
向
け
た

体
制
を
構
築
し
な
け
れ
ば
、
公
共
放
送
た
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
未
来
は
な
い
と
の
強
い
危
機
意
識
で
あ
っ
た
。

こ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ネ
ッ
ト
展
開
に
関
し
て
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
業
務
内
容
の
変
更
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、

当
初
か
ら
、
内
外
か
ら
の
反
発
な
ど
、
大
き
な
ハ

ー
ド
ル
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

海
外
に
目
を
向
け
る
と
、
欧
米
の
先
進
諸
国
で

は
、
放
送
事
業
の
ネ
ッ
ト
展
開
は
、
歴
史
の
必
然

と
し
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
経
緯
が
あ

る
。
特
に
公
共
放
送
を
中
心
に
放
送
サ
ー
ビ
ス
が

展
開
さ
れ
て
き
た
西
欧
の
国
々
で
は
、
２
０
０
０

年
代
に
受
信
料
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
早
々
に

議
論
さ
れ
、
そ
の
導
入
を
含
め
た
制
度
整
備
も
積

極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

他
方
で
日
本
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ネ
ッ
ト

配
信
業
務
に
つ
い
て
、
そ
の
競
合
と
な
る
他
メ
デ

ィ
ア
事
業
者
か
ら
の
反
発
は
強
く
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

肥
大
化
は
、
民
業
圧
迫
に
つ
な
が
る
」
と
い
っ
た

厳
し
い
批
判
が
続
い
た
。
特
に
日
本
の
新
聞
業
界

で
は
、
２
０
０
０
年
代
後
半
か
ら
急
速
な
読
者
離

れ
、
部
数
減
に
見
舞
わ
れ
る
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど

の
新
聞
社
が
電
子
化
に
活
路
を
見
い
だ
せ
な
い
状

況
に
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ネ
ッ
ト
展

開
へ
の
反
発
・
攻
撃
は
激
し
か
っ
た
と
言
え
る
。

ま
た
、
放
送
行
政
を
所
管
す
る
総
務
省
や
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
予
算
や
会
長
・
経
営
委
員
会
の
人
事
が
承

認
事
項
と
な
っ
て
い
る
国
会
か
ら
も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

悲
願
だ
っ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
の
ス
タ
ー
ト

NHKの新たなネット配信
がスタート

音 好宏
上智大学教授
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在
り
方
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
注
文
が
な
さ
れ
続

け
た
。

特
に
こ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ネ
ッ
ト
配
信
業
務
に
係
る

議
論
の
過
程
で
、
安
倍
晋
三
政
権
下
で
、
２
０
１

４
年
～
17
年
、
19
年
～
20
年
と
、
２
度
に
わ
た
っ

て
総
務
大
臣
を
務
め
た
の
が
高
市
早
苗
現
首
相
で

あ
り
、
高
市
総
務
相
（
当
時
）
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
業

務
内
容
の
見
直
し
、
受
信
料
制
度
改
革
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
確
保
と
い
う
「
三
位
一
体
改
革
」
を
掲

げ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
改
革
を
迫
り
続
け
た
。

こ
れ
を
受
け
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
受
信
料
制
度
の
改

革
を
含
む
業
務
の
見
直
し
や
、
組
織
の
ス
リ
ム
化

な
ど
の
案
を
提
示
。
受
信
料
の
値
下
げ
を
行
う
一

方
で
、
Ｂ
Ｓ
放
送
の
１
波
「
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
」

を
２
０
２
３
年
末
に
停
波
。
こ
の
10
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
、
来
年
３
月
に
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
波
１
波
を
削
減
す

る
こ
と
を
改
め
て
発
表
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
高
市
首
相
は
、
総
務
相
時
代
に
「
放

送
の
政
治
的
公
平
性
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
大
臣
の
権
限
を
拡
大
解
釈
し
た
発
言
を

繰
り
返
し
、
国
会
は
も
ち
ろ
ん
、
メ
デ
ィ
ア
や
学

界
か
ら
も
反
発
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の
姿
勢

は
、
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。

さ
て
今
回
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
が
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
と
お

り
、
こ
の
間
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
受
信
料
の
値
下
げ
や

Ｂ
Ｓ
放
送
の
減
波
を
行
い
、
ま
た
、
ラ
ジ
オ
放
送

の
減
波
も
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
入
っ
て
い
る
。
特

に
一
昨
年
末
に
行
わ
れ
た
Ｂ
Ｓ
放
送
の
「
Ｂ
Ｓ
プ

レ
ミ
ア
ム
」
の
減
波
に
関
し
て
は
、
衛
星
放
送
の

普
及
全
体
に
少
な
か
ら
ず
悪
影
響
を
与
え
た
と
の

批
判
の
声
は
少
な
く
な
い
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
の
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ー

ト
に
話
を
戻
そ
う
。

こ
の
10
月
１
日
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
の
ス

タ
ー
ト
は
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
の
大
き
さ
の
割

に
は
、
静
か
な
ス
タ
ー
ト
と
い
う
印
象
だ
っ
た
。

加
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
配

信
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ス
」
の
利
用

者
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
へ
の
移
行
に
当
た

り
、
改
め
て
新
登
録
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る

が
、
こ
の
手
続
き
が
分
か
り
に
く
か
っ
た
り
、
そ

の
過
程
で
必
要
と
な
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
メ
ー
ル
が

受
信
で
き
ず
、
登
録
が
で
き
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
多
発
。
こ
の
メ
ー
ル
の
不
具
合
の
原
因
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
の
設
定
の
問
題
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
。

早
々
に
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
10
月
の
定
例
会
見

で
、
稲
葉
延
雄
会
長
が
「
多
く
の
方
々
を
失
望
さ

せ
た
」
と
陳
謝
す
る
事
態
に
ま
で
に
発
展
し
た
。

ち
な
み
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
発
表
で
は
、
９
月
末
で
サ

ー
ビ
ス
を
終
了
し
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ラ
ス
」
の
登
録

は
約
６
６
８
万
件
だ
っ
た
が
、
10
月
13
日
時
点
で

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
に
移
行
し
た
の
は
約
１
６

３
万
件
で
、
そ
の
移
行
率
は
約
24
％
に
留
ま
っ
て

い
る
と
い
う
。

他
方
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
が
、
地
方
の
小
規
模

中
継
局
を
共
同
利
用
す
る
計
画
に
関
し
て
、
当
初

予
定
し
て
い
た
新
会
社
に
よ
る
事
業
案
が
資
金
的

に
難
し
い
と
し
て
、
民
放
側
に
新
た
に
基
金
と
い

う
形
で
の
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
れ
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
っ
て
、

そ
の
体
力
の
弱
体
化
が
露
呈
し
た
格
好
で
あ
る
。

先
に
触
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
放
送
の
減
波
も
、
こ

の
と
こ
ろ
さ
さ
や
か
れ
る
Ｂ
Ｓ
民
放
の
４
Ｋ
放
送

か
ら
の
撤
退
話
に
、
少
な
か
ら
ず
影
を
落
と
し
た

の
は
確
か
で
あ
る
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
新
首
相
は
、
一
貫
し
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
ん
で
き
た
経
緯
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
日
本
の
放
送
サ
ー
ビ

ス
の
牽
引
役
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
の
役
割
を
担

っ
て
き
た
。「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
と
い
う
悲
願

の
新
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
中
で
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
に
何
を
求
め
て
い
く
べ
き
な
の
か
、
改
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
の
次
に
問
う
べ
き
こ
と
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９
月
25
日
、
欧
州
全
域
で
の
調
査
報
道
を
支
援

す
る
イ
ベ
ン
ト
「Uncovered

会
議
」
が
ア
テ
ネ

で
開
催
さ
れ
た
。
欧
州
の
調
査
報
道
の
最
前
線
を

紹
介
し
、
国
境
を
越
え
て
活
動
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
、
編
集
者
、
資
金
提
供
者
、
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
、
社
会
的
影
響
力
の
高
い
ス
ト

ー
リ
ー
や
そ
の
背
後
に
あ
る
課
題
に
つ
い
て
議
論

し
た
。

同
会
議
は
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
域
内
で
国
境

を
越
え
た
調
査
報
道
を
支
援
す
る
基
金
「IJ4EU

（Investigative Journalism
 for Europe

＝
欧

州
の
た
め
の
調
査
報
道
）」
が
毎
年
主
催
し
て
い

る
。
２
０
２
０
年
か
ら
本
格
稼
働
し
た
同
基
金

は
、
公
益
性
の
高
い
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
Ｅ
Ｕ
域

内
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
報
道
機
関
に
助
成
金
を

付
与
し
て
お
り
、
欧
州
委
員
会
を
は
じ
め
公
的
・

民
間
組
織
か
ら
の
寄
付
が
資
金
源
だ
。
会
議
の
運

営
は
ド
イ
ツ
を
拠
点
と
す
る
非
営
利
組
織
「
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ン
・
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・
プ
レ
ス
・
ア

ン
ド
・
メ
デ
ィ
ア
・
フ
リ
ー
ダ
ム
（
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｍ

Ｆ
）」
が
担
当
し
、「
国
際
新
聞
編
集
者
協
会
（
Ｉ

Ｐ
Ｉ
）」（
本
部
ウ
イ
ー
ン
）、「
欧
州
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
セ
ン
タ
ー
」（
本
部
オ
ラ
ン
ダ
・
マ
ー
ス
ト

リ
ヒ
ト
）
が
協
力
し
た
。

今
年
の
会
議
で
特
に
優
れ
た
報
道
に
与
え
ら
れ

る
「
イ
ン
パ
ク
ト
賞
」
を
受
賞
し
た
三
つ
の
事
例

を
通
し
て
、
欧
州
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た
ち
の
問
題

意
識
を
見
て
み
た
い
。

「
致
命
的
な
代
償
（D

eadly Prices

）」
は
欧

州
の
医
薬
品
価
格
制
度
の
内
部
に
切
り
込
む
。
欧

州
各
地
で
、
命
を
救
う
薬
が
必
要
な
人
々
の
手
に

届
か
な
い
現
実
が
広
が
っ
て
い
る
。
製
薬
業
界

は
、
各
国
の
経
済
力
に
応
じ
て
価
格
を
設
定
し
て

い
る
と
主
張
す
る
が
、
本
調
査
の
分
析
で
は
低
所

得
国
の
方
が
高
所
得
国
よ
り
も
高
い
価
格
を
払
っ

て
い
る
事
例
が
確
認
さ
れ
た
。
過
去
15
年
間
、
欧

州
の
医
薬
品
市
場
で
は
厳
格
な
秘
密
保
持
の
慣
行

が
定
着
し
て
い
る
。
製
薬
企
業
は
各
国
政
府
と
個

別
に
交
渉
を
行
い
、「
割
引
内
容
を
他
国
に
開
示

し
な
い
」
と
い
う
条
件
を
前
提
に
契
約
を
締
結
し

て
い
る
た
め
、
薬
価
に
関
す
る
実
態
は
共
有
さ
れ

ず
、
政
府
や
市
民
は
そ
の
真
の
価
値
を
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
報
道
チ
ー
ム
は
Ｅ
Ｕ
９
カ
国
で
主

要
医
薬
品
の
推
定
価
格
を
算
出
し
、
製
薬
大
手
が

不
透
明
な
価
格
体
制
、
ロ
ビ
ー
活
動
、
知
的
財
産

権
の
規
則
を
悪
用
し
て
欧
州
全
体
で
医
薬
品
コ
ス

ト
を
い
か
に
高
く
維
持
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

し
た
。
欧
州
20
カ
国
の
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
と

連
携
し
て
実
施
さ
れ
、
英
語
版
に
加
え
、
ド
イ
ツ

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語

で
も
公
開
さ
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
を
拠
点
と
す
る
非
営
利
の
報
道
組
織

「
フ
ォ
ー
ビ
ド
ゥ
ン
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
」
が
主
導

し
た
「
ガ
ザ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
18
の
報

道
機
関
と
50
人
超
の
記
者
が
参
加
し
た
。
２
０
２

３
年
10
月
、
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス

ラ
エ
ル
攻
撃
へ
の
報
復
と
し
て
始
ま
っ
た
ガ
ザ
紛

争
で
は
、
多
く
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
が
命
を
落
と
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
死
亡
ま
た
は
負
傷

し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
状
況
を
詳
細
に
調
査
・

報
道
す
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
途
中
ま
で
取
材
し

て
い
た
未
完
の
報
道
を
引
き
継
ぎ
、
イ
ス
ラ
エ
ル

欧
州
の
医
薬
品
制
度
、
ガ
ザ
、
移
民

欧州

小林　恭
ぎん

子
こ

在英ジャーナリスト

欧州、国境を越える調査報道
薬価の闇、ガザ紛争、アフリカ移民
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軍
の
攻
撃
や
政
府
の
責
任
回
避
の
実
態
を
調
査
し

た
。
成
果
は
「
ガ
ザ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
公
式

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
仏
テ
レ
ビ
局
「
フ

ラ
ン
ス
24
」、
ド
イ
ツ
の
新
聞
「
デ
ィ
ー
・
ツ
ァ

イ
ト
」、
英
新
聞
「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」
な
ど
を
通

じ
て
国
際
的
に
発
信
さ
れ
た
。

調
査
報
道
組
織
「
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
・
リ
ポ
ー

ツ
」
が
主
導
し
た
「
砂
漠
の
追
放
（D

esert 
D

um
ps

）」
は
、
欧
州
の
資
金
が
北
ア
フ
リ
カ
で

行
わ
れ
て
い
る
人
種
差
別
的
な
移
民
排
除
政
策
を

支
え
て
い
る
事
実
を
突
き
止
め
た
。
調
査
は
米
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
、
ド
イ
ツ
の
「
デ
ア
・
シ
ュ

ピ
ー
ゲ
ル
」、
ス
ペ
イ
ン
の
「
エ
ル
・
パ
イ
ス
」、

フ
ラ
ン
ス
の
「
ル
・
モ
ン
ド
」
な
ど
計
18
の
報
道

機
関
と
協
働
し
、
１
年
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
欧
州
が
意
図
的
に
資
金
を
拠
出

し
、
時
に
は
直
接
的
に
関
与
し
て
、
モ
ロ
ッ
コ
、

モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
少
な
く
と
も
３

カ
国
で
黒
人
住
民
の
拘
束
や
強
制
追
放
を
組
織
的

に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
追
放
さ
れ
た

人
々
は
砂
漠
や
人
里
離
れ
た
地
に
放
置
さ
れ
、
一

部
は
人
身
売
買
組
織
に
引
き
渡
さ
れ
た
と
い
う
。

「
砂
漠
の
追
放
」
は
、
北
ア
フ
リ
カ
で
進
行
す
る

反
移
民
・
人
種
差
別
的
政
策
に
対
す
る
欧
州
の
関

与
を
包
括
的
に
記
録
し
た
初
の
調
査
報
道
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
た
。

受
賞
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
０
ユーロ
（
約
88
万

６
０
０
０
円
）
の
賞
金
が
授
与
さ
れ
た
。
今
年
の

賞
に
は
58
カ
国
か
ら
36
件
が
参
加
。
報
道
組
織
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
で
構
成
さ
れ
る
審
査
団
は
独

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
評
価
者
が
作
成
し
た
候
補

リ
ス
ト
か
ら
受
賞
者
を
選
出
し
た
。
詳
細
は
以
下

の
公
式
サ
イ
ト
参
照
。

https://uncovered.ij4.eu/2025-ij4euim
pact-

aw
ardw

inner/

こ
こ
数
カ
月
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
ド
イ

ツ
の
国
際
政
治
学
者
カ
ル
ロ
・
マ
サ
ラ
氏
に
よ
る

新
著
『
も
し
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
勝
っ
た

ら
』
だ
。
２
０
２
５
年
春
に
ド
イ
ツ
語
版
、
夏
に

邦
訳
版
と
英
語
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
で
ロ
シ
ア
が
勝
利
し
た
場
合
、
欧
州
の
安
全

保
障
秩
序
が
ど
の
よ
う
に
崩
壊
す
る
の
か
を
描

く
、
思
考
実
験
と
し
て
の
警
告
書
で
あ
る
。

舞
台
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
停
戦
後
の
近
未
来
だ
。
２

０
２
８
年
３
月
27
日
、
ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る

エ
ス
ト
ニ
ア
東
端
の
都
市
ナ
ル
ヴ
ァ
が
突
如
、
爆

発
に
揺
れ
た
。
ま
も
な
く
し
て
ロ
シ
ア
の
国
旗
が

市
庁
舎
に
翻
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
は

「#D
ayO

fReturn

（
帰
還
の
日
）」
い
う
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
付
き
の
映
像
が
あ
ふ
れ
出
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ナ
ル
ヴ
ァ
奇
襲
を
受
け
て
北
大

西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
首
脳
陣
は
緊
急
会

議
を
開
く
が
、
集
団
防
衛
条
項
・
第
５
条
の
発
動

を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
割
れ
る
。
米
国
は
「
第
３
次

世
界
大
戦
を
避
け
る
べ
き
だ
」
と
慎
重
姿
勢
を
取

り
、
欧
州
の
結
束
は
揺
ら
い
だ
。
ロ
シ
ア
は
小
規

模
な
勝
利
を
重
ね
、
西
側
の
抑
止
は
機
能
不
全
に

陥
る
。

マ
サ
ラ
氏
は
戦
争
の
現
実
を
知
る
戦
略
学
者
と

し
て
、
核
抑
止
を
恐
れ
る
西
側
が
ど
こ
ま
で
防
衛

意
思
を
維
持
で
き
る
か
、
ア
メ
リ
カ
の
関
与
が
揺

ら
い
だ
と
き
欧
州
は
自
立
で
き
る
か
を
問
う
。
そ

し
て
「
平
和
の
た
め
に
犠
牲
を
払
う
覚
悟
が
あ
る

の
か
」
と
読
者
に
突
き
付
け
る
。

英
語
版
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
英
「
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
」
は
「
戦
略
的
想
像
力
を
刺

激
す
る
冷
徹
な
実
験
」
と
評
し
、「
サ
ン
デ
ー
・

タ
イ
ム
ズ
」
は
「
政
治
家
と
外
交
官
が
読
む
べ
き

必
読
の
書
」
と
し
た
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
も
南
ド
イ

ツ
新
聞
が
「
小
説
で
は
な
く
、
現
実
へ
の
警
告

だ
」
と
論
評
し
て
い
る
。
マ
サ
ラ
氏
が
提
示
す
る

シ
ナ
リ
オ
は
、
す
で
に
動
き
出
し
て
い
る
現
実
の

延
長
線
上
に
あ
る
。
戦
争
そ
の
も
の
よ
り
も
「
戦

わ
な
い
こ
と
の
代
償
」
を
問
う
書
で
あ
る
。
中
東

で
は
ガ
ザ
和
平
の
動
き
が
進
む
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

も
進
展
が
あ
る
と
よ
い
の
だ
が
。

ロ
シ
ア
勝
利
で
、
欧
州
は
ど
う
な
る
？
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米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
や
Ａ
Ｐ
通

信
、
仏
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
な
ど
の
世
界
的
な
主
要
メ
デ

ィ
ア
が
10
月
15
日
、
米
国
防
総
省
（
ペ
ン
タ
ゴ

ン
）
が
導
入
し
た
新
た
な
取
材
の
大
幅
な
規
制
に

署
名
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
米
ト
ラ
ン
プ
政
権

を
支
援
し
て
い
る
と
さ
れ
る
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
も
含
め
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
持
っ
て
ペ
ン
タ
ゴ

ン
か
ら
記
者
ら
が
建
物
を
歩
み
出
る
ビ
デ
オ
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
共
有
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
当
局
は
報
道

陣
向
け
の
許
可
証
を
取
り
消
す
見
通
し
だ
。
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
は
、
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、

政
権
を
批
判
す
る
政
敵
を
刑
事
訴
追
す
る
動
き
を

強
め
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア
が
対
抗
す
る
姿
勢
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
は
最
近
、
庁
舎
内
で
記
者
が
取
材

で
き
る
エ
リ
ア
を
大
幅
に
制
限
し
、
一
部
の
メ
デ

ィ
ア
に
退
去
を
命
じ
た
。
従
来
は
、
Ａ
Ｐ
通
信
な

ど
米
主
要
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信
な
ど

世
界
的
メ
デ
ィ
ア
は
記
者
証
が
あ
れ
ば
、
ペ
ン
タ

ゴ
ン
内
で
自
由
に
取
材
で
き
た
。
し
か
し
、
ト
ラ

ン
プ
氏
の
支
援
者
で
あ
る
元
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
の

ア
ン
カ
ー
で
ピ
ー
ト
・
ヘ
グ
セ
ス
国
防
長
官
の
指

揮
の
下
、
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
を
大
幅
に
抑
圧
し
て

い
る
。

取
材
規
制
へ
の
署
名
を
求
め
た
文
書
に
対
し
、

記
者
団
体
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
・
プ
レ
ス
・
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
）」
は
声
明
で
、「
ペ
ン
タ
ゴ

ン
従
業
員
の
口
を
封
じ
よ
う
と
し
、
事
前
承
認
を

得
て
い
な
い
情
報
を
取
材
す
る
記
者
に
報
復
を
ち

ら
つ
か
せ
る
内
容
だ
」
と
批
判
し
た
。

Ａ
Ｆ
Ｐ
は
「
ペ
ン
タ
ゴ
ン
の
（
通
知
）
文
書
は

不
明
確
な
新
方
針
を
認
め
る
こ
と
を
メ
デ
ィ
ア
に

求
め
て
お
り
、（
表
現
・
報
道
の
自
由
を
認
め
る
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
の
原
則
お
よ
び
報
道
の
基

本
理
念
に
反
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
に
は
署

名
で
き
な
い
」
と
し
た
。「
今
後
も
こ
れ
ま
で
通

り
、
公
平
か
つ
自
由
に
ペ
ン
タ
ゴ
ン
と
米
軍
を
報

道
し
て
い
く
」
と
表
明
し
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
と
い
っ
た
主
要
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
レ
ビ
局
だ
け
で
な
く
、
従
来
は
保

守
的
な
報
道
が
目
立
っ
た
Ｆ
Ｏ
Ｘ
な
ど
も
共
同
声

明
を
出
し
た
。「
新
た
な
取
材
規
制
は
、
記
者
が

国
家
安
全
保
障
上
の
重
要
問
題
に
つ
い
て
国
民
と

世
界
に
情
報
を
伝
え
る
能
力
を
制
限
す
る
」
と
し

て
、
署
名
を
拒
否
し
た
。

一
方
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
に
よ
る
と
、
老
舗
ワ
シ
ン
ト

ン
・
タ
イ
ム
ズ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
の
ニ
ュ

ー
ス
マ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
Ｆ
Ｏ
Ｘ
以
外
の
保
守
系

メ
デ
ィ
ア
も
署
名
を
拒
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ
の

結
果
、
約
１
０
０
件
の
記
者
証
が
取
り
消
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
伝
え
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
や
ワ
シ
ン
ト
ン
・

米国

2025年10月15日、ワシントン D.C. の国防総省（ペン
タゴン）の新たな取材規制への署名を拒否し、私物を
運び出す記者ら（AFP＝時事）。

津山　恵子

ニューヨーク在住
ジャーナリスト　

ペンタゴンの取材規制を
主要メディア拒否

保守系も退去、トランプ政権と対峙鮮明に
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ポ
ス
ト
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
か
ら
撤

退
す
る
記
者
ら
が
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
入
っ
た
段

ボ
ー
ル
箱
を
抱
え
て
行
進
す
る
様
子
を
伝
え
た
。

ペ
ン
タ
ゴ
ン
か
ら
去
っ
た
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
後

も
、
独
自
の
取
材
源
か
ら
米
軍
と
国
家
安
全
保
障

関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
報
道
し
続
け
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
に
よ
る
と
、
新
た
な
取
材
規
制
に
署
名
し

た
「
新
世
代
の
メ
デ
ィ
ア
」（
ペ
ン
タ
ゴ
ン
広
報

に
よ
る
）
は
、
以
前
か
ら
記
者
証
を
持
っ
て
い
た

保
守
系
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
26
人
を

含
む
60
人
に
上
る
と
伝
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

保
守
的
な
視
点
を
伝
え
て
い
る
新
メ
デ
ィ
ア
が
ペ

ン
タ
ゴ
ン
の
記
者
証
を
持
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
、
以
前
か
ら
彼
を
批
判
し
、
法

的
に
彼
を
訴
追
し
よ
う
と
し
て
い
る
政
敵
を
政
権

か
ら
追
放
し
、
さ
ら
に
は
司
法
省
を
使
っ
て
刑
事

訴
追
に
持
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
米
経

済
指
標
と
し
て
世
界
的
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

米
雇
用
統
計
を
ま
と
め
る
エ
リ
カ
・
マ
ッ
ケ
ン
タ

ー
フ
ァ
ー
労
働
省
労
働
統
計
局
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
局
長

を
ク
ビ
に
し
た
。
通
常
、
毎
月
第
１
金
曜
の
午
前

８
時
半
（
米
東
部
時
間
）
に
発
表
さ
れ
る
統
計
の

最
高
責
任
者
だ
が
、
今
年
８
月
に
５
、
６
月
の
雇

用
者
数
（
非
農
業
部
門
）
が
大
幅
に
下
方
修
正
さ

れ
た
こ
と
へ
の
不
満
が
理
由
で
、「
雇
用
統
計
が

（
政
権
イ
メ
ー
ジ
を
下
げ
る
よ
う
に
）
操
作
さ
れ

て
い
る
」
と
主
張
し
た
の
が
成
り
行
き
だ
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
過
去
７
カ
月
の
戦
略

（
プ
レ
ー
ブ
ッ
ク
）
に
つ
い
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
の
内
情
に
詳
し
い
米
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
、
ア
ク

シ
オ
ス
（A

xios

）
が
集
約
し
て
い
る
。

「
手
に
入
れ
ら
れ
る
も
の
は
奪
い
取
る
、
奪
い

取
れ
な
い
も
の
は
戦
う
、
抵
抗
す
る
者
は
粛
清
す

る
」ペ

ン
タ
ゴ
ン
に
お
け
る
取
材
規
制
は
こ
の
一
環

で
も
あ
る
と
ア
ク
シ
オ
ス
は
分
析
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
息
が
か
か
っ
た
米
連

邦
大
陪
審
は
９
月
、
米
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）

元
長
官
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
コ
ミ
ー
氏
を
起
訴
し

た
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官
と
い
え
ば
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ

ネ
デ
ィ
元
大
統
領
暗
殺
事
件
な
ど
重
大
事
件
を
捜

査
し
て
き
た
独
立
し
た
司
法
機
関
の
ト
ッ
プ
。
し

か
し
、
コ
ミ
ー
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
目
の

敵
」
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
先
立
っ
て
、
政
敵

に
対
す
る
調
査
を
劇
的
に
進
め
る
よ
う
、
パ
ム
・

ボ
ン
デ
ィ
司
法
長
官
に
求
め
た
ば
か
り
。
コ
ミ
ー

氏
は
、
刑
事
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
初
の
元
Ｆ
Ｂ
Ｉ

長
官
と
な
る
。

コ
ミ
ー
氏
は
起
訴
の
数
時
間
後
、
顔
出
し
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
動
画
配
信
で
立
ち
向
か
っ
た
。

「
私
と
私
の
家
族
は
長
年
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ

ン
プ
に
対
し
て
立
ち
上
が
る
と
、
そ
の
仕
返
し
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
。
私
と
家
族
は
、
屈

服
し
て
生
き
る
こ
と
は
し
な
い
。
私
は
無
実
だ
。

連
邦
の
司
法
制
度
に
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い

る
。
裁
判
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」

Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官
は
、
正
義
と
公
正
を
保
つ
独
立
の

立
場
に
あ
る
た
め
、
伝
統
的
に
政
権
交
代
で
は
変

わ
ら
な
い
数
少
な
い
ポ
ス
ト
。
第
１
次
ト
ラ
ン
プ

政
権
で
、
オ
バ
マ
元
大
統
領
に
指
名
さ
れ
た
コ
ミ

ー
氏
は
ル
ー
ル
通
り
続
投
し
た
。

直
近
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
第
１
次
政
権
で
国
家
安

全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・

ボ
ル
ト
ン
氏
も
訴
追
さ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
に

批
判
的
な
回
顧
録
を
出
版
し
た
が
、
そ
の
内
容
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

米
政
治
史
上
、
法
的
に
独
立
し
た
地
位
で
あ
る

Ｆ
Ｂ
Ｉ
長
官
な
ど
が
訴
追
さ
れ
、
あ
る
い
は
解
雇

さ
れ
て
い
る
状
況
で
、
メ
デ
ィ
ア
が
ペ
ン
タ
ゴ
ン

の
公
的
な
取
材
規
制
を
拒
否
し
た
の
は
注
目
さ
れ

る
。
ペ
ン
タ
ゴ
ン
で
の
動
き
は
、
保
守
的
な
有
権

者
が
多
い
共
和
党
州
知
事
が
選
出
さ
れ
て
い
る
州

で
、
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け

る
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
メ
デ
ィ
ア
の
「
戦
い
」
は
全

米
に
お
け
る
「
報
道
の
自
由
」
が
保
証
さ
れ
る
か

ど
う
か
の
問
題
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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９
月
３
日
、
北
京
の
天
安
門
広
場
で
抗
日
戦

争
・
世
界
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
戦
争
勝
利
80
周
年
の
記

念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
式
典
で
は
、
核
弾
頭
搭

載
が
可
能
な
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
最

新
鋭
兵
器
を
そ
ろ
え
た
軍
事
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
模
様
は
世
界
に
向
け
て
生
中
継
さ
れ

た
。
中
国
国
家
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
総
局
の
発
表
に

よ
る
と
、
延
べ
１
億
６
千
万
世
帯
が
テ
レ
ビ
で
、

延
べ
19
億
２
千
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー
が
各
種
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
視
聴
し
、
各

端
末
に
お
け
る
平
均
視
聴
時
間
は
約
65
分
に
達
し

た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
数
値
は
い
ず
れ
も
過
去
最

高
を
記
録
し
、
中
国
国
民
の
「
愛
国
心
の
高
揚
」

を
示
し
て
い
る
。

９
月
に
一
時
帰
国
し
た
筆
者
も
テ
レ
ビ
で
軍
事

パ
レ
ー
ド
を
視
聴
し
た
が
、
よ
り
関
心
を
引
か
れ

た
の
は
、
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
大
量
に
放
送
さ
れ
て

い
た
抗
日
戦
争
を
背
景
と
す
る
ド
ラ
マ
だ
。
今
年

７
月
３
日
に
国
務
院
新
聞
弁
公
室
主
催
の
記
者
会

見
で
は
、
文
化
・
観
光
省
や
国
家
ラ
ジ
オ
・
テ
レ

ビ
総
局
、
中
央
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ

Ｖ
）、
中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
の
４
部
門
の

代
表
者
が
登
壇
し
、
抗
日
戦
争
お
よ
び
世
界
反
フ

ァ
シ
ズ
ム
戦
争
勝
利
80
周
年
を
記
念
し
て
、
多
数

の
展
覧
会
、
舞
台
作
品
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画

な
ど
の
公
開
計
画
を
発
表
し
た
。

そ
の
後
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、『
わ
れ

わ
れ
の
河
山
』『
帰
隊
』『
陣
地
』
な
ど
、
共
産
党

の
指
導
下
で
活
躍
し
た
革
命
者
た
ち
の
功
績
を
た

た
え
る
作
品
が
、
テ
レ
ビ
の
衛
星
チ
ャ
ン
ネ
ル
や

動
画
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
相
次
い
で
放

送
・
配
信
さ
れ
た
。

実
際
、
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム
に
放
送
さ
れ
た
新
作

よ
り
も
、
昼
間
の
時
間
帯
に
放
送
さ
れ
て
い
た
ド

ラ
マ
の
方
が
、
む
し
ろ
興
味
深
か
っ
た
。
広
く
知

ら
れ
る
名
作
以
外
に
も
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
目
に

し
た
こ
と
の
な
い
作
品
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
、
制
作
は
完
了
し
て
い
て
も
放
送
が
見

送
ら
れ
た
か
、
地
方
局
の
み
で
放
送
さ
れ
、
ほ
と

ん
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
の
知
人
で
あ
る
地
方
テ
レ
ビ
局
の
関
係
者

に
よ
れ
ば
、
抗
日
戦
争
を
題
材
と
し
た
ド
ラ
マ
を

編
成
す
る
の
は
宣
伝
上
の
任
務
に
よ
る
も
の
だ

が
、
質
の
高
い
作
品
自
体
が
少
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
の
台
頭
で
経
営
が
悪
化
し
た
結
果
、

新
規
制
作
や
購
入
の
余
力
も
乏
し
い
。
そ
の
た

め
、
自
局
が
版
権
を
持
つ
既
存
ド
ラ
マ
を
繰
り
返

し
放
送
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。

現
在
、
中
国
の
ド
ラ
マ
制
作
産
業
に
お
い
て

は
、
制
作
本
数
・
販
売
量
と
も
に
大
幅
に
縮
小
し

て
い
る
。
今
年
２
月
20
日
に
深
圳
で
開
催
さ
れ
た

第
１
回
中
国
ド
ラ
マ
制
作
産
業
大
会
で
、
中
国
ド

ラ
マ
制
作
産
業
協
会
は
「
２
０
２
４
中
国
ド
ラ
マ

産
業
発
展
年
度
報
告
（
以
下
：「
報
告
」）」
を
発

表
し
た
。
報
告
に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
に
「
備

案
（
企
画
内
容
の
届
け
出
）」
さ
れ
た
ド
ラ
マ
は
５

９
３
作
品
で
、
19
年
と
比
べ
３
１
２
作
品
減
と
な

り
、
ド
ラ
マ
の
話
数
も
42
・
８
％
減
少
し
た
。
ま

た
、
ド
ラ
マ
の
販
売
状
況
も
厳
し
く
、
24
年
の
販

売
本
数
は
１
１
５
作
品
に
と
ど
ま
り
、
19
年
の
２

５
４
作
品
と
比
べ
て
54
・
７
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

ド
ラ
マ
市
場
の
低
迷
に
つ
い
て
、
報
告
は
、
全

体
的
な
需
要
の
低
下
と
生
産
能
力
の
縮
小
傾
向
が

続
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ

ョ
ー
ト
ド
ラ
マ
の
台
頭
も
市
場
構
造
に
影
響
を
与

中国

ドラマ産業低迷、制作本数減少
厳格規制影響か、緩和も具体性欠く

北海道文教大学国際学部
准教授　　　　　　　　

魯
ろ

諍
そう

ルーチェン
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え
て
い
る
と
分
析
さ
れ
た
。
し
か
し
、
政
策
的
な

制
約
も
無
視
で
き
な
い
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
国
家
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
総
局
は
20
年
、「
テ

レ
ビ
ド
ラ
マ
お
よ
び
ネ
ッ
ト
ド
ラ
マ
の
創
作
・
制

作
管
理
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
関
す
る
通
知

（
以
下
：「
通
知
」）」
を
発
表
し
た
。「
通
知
」
は
、

政
治
、
軍
事
、
外
交
、
国
家
安
全
、
民
族
、
宗
教
、

司
法
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
敏
感
な
題
材
」
に
触
れ

る
作
品
に
つ
い
て
、
制
作
の
申
請
や
公
示
を
行
う

前
に
、
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
以
上
の
人
民
政
府

の
主
管
部
門
な
ど
か
ら
書
面
に
よ
る
同
意
を
得
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
ラ
マ

の
話
数
に
つ
い
て
も
明
確
な
基
準
が
設
け
ら
れ
、

原
則
と
し
て
40
話
を
超
え
な
い
こ
と
を
推
奨
し
、

30
話
以
内
の
短
編
作
品
の
制
作
を
奨
励
し
て
い
る
。

通
知
は
、
歴
史
や
政
治
と
い
っ
た
題
材
の
過
度

な
娯
楽
化
や
、
冗
長
な
「
水
増
し
ド
ラ
マ
」
の
横

行
と
い
っ
た
状
況
を
改
善
す
る
効
果
を
持
つ
一
方

で
、
脚
本
制
作
の
自
由
を
制
約
し
、
作
品
の
物
語

構
成
や
完
成
度
を
損
な
う
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

厳
格
な
規
制
の
下
で
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
業
界

は
ま
す
ま
す
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
売

上
の
減
少
に
加
え
、
給
与
や
福
利
厚
生
の
削
減
、

賃
金
未
払
い
と
い
っ
た
問
題
が
頻
繁
に
報
じ
ら
れ
、

22
年
に
「
特
に
困
難
な
業
種
」
に
指
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
中
国
当
局
も
規
制

面
で
の
方
針
転
換
を
模
索
し
て
い
る
。
８
月
18

日
、
国
家
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
総
局
は
「
テ
レ
ビ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
の
視
聴
内
容
の
供
給
を
促
進
す
る
た
め
の
若

干
の
措
置
」（
通
称
「
広
電
21
条
」）
を
公
布
・
施

行
し
た
。「
広
電
21
条
」
は
、
ド
ラ
マ
の
制
作
か

ら
審
査
、
放
送
、
販
売
に
至
る
産
業
チ
ェ
ー
ン
全

体
に
焦
点
を
当
て
、
政
策
的
な
支
援
お
よ
び
規
制

緩
和
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ

き
措
置
は
四
つ
挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
ド
ラ
マ
の
話
数
制
限
の
撤
廃
で
あ

る
。
制
限
緩
和
に
よ
り
、
制
作
側
は
芸
術
的
表
現

の
確
保
が
可
能
と
な
り
、
１
本
当
た
り
の
収
益
増

も
期
待
で
き
る
た
め
、
制
作
会
社
の
経
営
改
善
に

も
つ
な
が
る
。

二
つ
目
は
、
審
査
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
見
直
し
で
あ

る
。
国
家
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
総
局
と
省
レ
ベ
ル
の

各
局
に
よ
る
同
時
審
査
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
完

成
作
品
の
審
査
期
間
を
短
縮
で
き
る
。
ま
た
、

「
放
送
と
同
時
進
行
で
審
査
・
修
正
す
る
」
制
度

の
試
行
も
開
始
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
リ
ア
ル
タ
イ

ム
型
審
査
体
制
に
よ
り
、
制
作
側
は
視
聴
者
の
反

応
を
即
時
に
創
作
に
反
映
で
き
、
作
品
を
市
場
の

需
要
や
受
容
傾
向
に
よ
り
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

三
つ
目
は
、
12
年
以
降
禁
止
さ
れ
て
い
た
ド
ラ

マ
中
間
広
告
（
１
話
30
秒
以
内
）
の
解
禁
で
あ

る
。
動
画
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
多
様
な
課

金
サ
ー
ビ
ス
で
収
益
を
確
保
で
き
る
の
に
対
し

て
、
テ
レ
ビ
局
の
収
入
は
ほ
と
ん
ど
広
告
に
依
存

し
て
い
る
。

人
気
ド
ラ
マ
に
お
け
る
30
秒
広
告
枠
の
価
値
は

数
百
万
元
（
１
元
＝
約
21
円
）
規
模
に
上
り
、
制

作
側
に
安
定
し
た
収
益
見
通
し
を
も
た
ら
す
と
と

も
に
、
良
質
な
作
品
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
効
果

が
期
待
さ
れ
る
。

最
後
に
、
筆
者
に
と
っ
て
や
や
意
外
だ
っ
た
の

は
、
海
外
番
組
の
導
入
促
進
を
明
確
に
打
ち
出
し

た
点
で
あ
る
。「
広
電
21
条
」
で
は
、
海
外
の
優

れ
た
作
品
の
リ
メ
イ
ク
を
認
め
る
と
と
も
に
、
衛

星
テ
レ
ビ
の
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム
に
お
け
る
海
外
の

良
質
な
ド
ラ
マ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
の
放
送
も
支
援
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て

い
る
。

今
回
発
表
さ
れ
た
「
広
電
21
条
」
は
、
ド
ラ
マ

の
制
作
自
由
度
と
収
益
確
保
を
支
援
す
る
こ
と
で

業
界
の
期
待
を
集
め
た
。
だ
が
具
体
的
な
規
定
や

説
明
が
未
発
表
で
あ
り
、
過
度
な
規
制
や
市
場
圧

力
に
よ
り
実
効
性
に
疑
問
が
残
る
懸
念
も
あ
る
。

業
界
不
振
で
一
部
規
制
緩
和
の
動
き
も
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本
業
の
漫
談
に
加
え
話
芸
、
俳
優
、
文
筆
な
ど

多
方
面
で
活
躍
し
、
元
祖
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
と
い

わ
れ
る
徳
川
夢
声
は
無
類
の
「
俳
句
好
き
」
だ
っ

た
。
作
家
、
劇
作
家
そ
し
て
俳
人
で
も
あ
っ
た
久

保
田
万
太
郎
が
宗
匠
を
務
め
て
い
る
「
い
と
う
句

会
」
に
加
わ
り
、
熱
心
に
作
句
し
た
。

東
京
・
渋
谷
の
「
い
と
う
旅
館
」
で
始
ま
っ
た

こ
と
か
ら
会
の
名
称
と
な
っ
た
が
、
会
場
は
都
内

の
あ
ち
こ
ち
で
、
太
平
洋
戦
争
中
も
続
け
ら
れ

た
。『
夢
声
戦
争
日
記
』。
例
え
ば
１
９
４
２
（
昭

和
17
）
年
２
月
10
日
。

「
傘さ

ん

雨う

（
久
保
田
万
太
郎
）、
三さ
ん

汀て
い

（
作
家
・
久

米
正
雄
）、
五
所
亭
（
映
画
監
督
・
五
所
平
之
助
）、

鮮せ
ん

紅こ
う

亭て
い

（
作
家
・
川
口
松
太
郎
）、
羊よ
う

軒け
ん

（
随
筆

家
・
高
田
保
）、
水す

い

中ち
ゅ
う

亭て
い

（
随
筆
家
・
内
田
誠
）、

政
二
郎
（
作
家
・
小
島
政
二
郎
）
の
諸
星
来
会
、

盛
ん
な
り
」。

こ
の
日
は
出
席
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
作
詞
・

作
曲
家
の
堀
内
敬
三
、
作
家
・
佐
々
木
茂
索
（
戦

後
文
藝
春
秋
社
長
）、
作
家
・
獅
子
文
六
ら
も
メ

ン
バ
ー
だ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
が
俳
号
を
持
つ
そ
う

そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
で
、「
文
壇
サ
ロ
ン
」
的
で
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
夢
声
に
よ
る
と
「
例
に
よ
っ
て

句
作
よ
り
も
談
論
風
発
、
い
ろ
い
ろ
語
り
合
う
」。

当
然
、
戦
況
も
話
題
に
な
り
、
い
つ
フ
ィ
リ
ピ
ン

を
陥
落
で
き
る
か
、
見
通
し
を
語
り
合
っ
た
と
い

う
。選

句
の
結
果
は
「
今
夜
も
句
の
方
は
大
不
成

績
、
僅わ

ず

か
に
左
記
の
二
句
が
数
点
得
し
の
み
」
だ

っ
た
と
し
、
そ
の
２
句
を
書
き
留
め
て
い
る
。
夢

声
は
山
ほ
ど
俳
句
を
作
る
。
42
年
５
月
４
日
、
大

阪
公
演
に
向
か
う
時
な
ど
東
京
・
荻
窪
の
自
宅
を

出
る
と
「
荻
窪
駅
で
ふ
と
俳
句
が
作
り
た
く
な

り
、
今
日
は
一
日
中
作
句
し
た
」。

驚
く
の
は
、
そ
の
作
句
ぶ
り
で
あ
る
。
荻
窪
で

は
「
焼
酎
を
積
み
た
る
貨
車
や
青
嵐
」
に
始
ま

り
、
東
京
、
新
橋
、
熱
海
、
静
岡
、
豊
橋
、
最
後

に
米
原
で
「
近
江
路
は
大
根
の
花
に
暮
れ
残
る
」

と
駅
ご
と
に
詠
ん
だ
。
作
っ
た
句
は
驚
く
な
か
れ

合
計
60
を
超
え
て
い
る
。

「
夢
声
日
記
」
に
も
お
び
た
だ
し
い
数
の
句
が

記
さ
れ
て
い
る
。
敗
戦
間
際
の
45
年
８
月
４
日
。

名
古
屋
公
演
に
行
く
前
日
。
自
宅
で
過
ご
し
た
。

「
昼
飯
ヲ
食
イ
昼
寝
。（
空
襲
）
警
報
ト
砲
声
デ
起

キ
ル
」。
そ
し
て
「
夕
方
久
シ
ブ
リ
デ
俳
句
ヲ
作

ル
」。
そ
の
数
25
句
に
上
っ
た
。

夢
声
は
『
無
声
自
伝
』
の
中
で
、「
俳
句
三ざ

ん

昧ま
い

」

と
い
う
項
目
を
立
て
て
、
こ
こ
で
も
数
多
く
の
句

を
記
し
て
い
る
。
そ
の
発
想
は
豊
か
で
は
あ
る
。

し
か
し
、「
俳
句
歴
三
十
年
」
と
い
う
割
に
は
凡

作
ば
か
り
と
い
う
酷
評
が
多
く
、「
俳
人
」
と
呼

ば
れ
る
域
に
は
遠
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
は
新
聞
が
読
者
と
つ
な
が

る
有
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
応
募
さ
れ
た
作

品
を
、
そ
の
道
の
専
門
家
が
選
考
し
、
コ
メ
ン
ト

を
付
け
て
紙
面
に
掲
載
す
る
。
販
売
政
策
で
も
あ

り
、
そ
の
点
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。
言
論‣

報
道

統
制
下
の
戦
時
中
は
、
権
力
を
批
判
し
た
り
皮
肉

っ
た
り
す
る
川
柳
は
も
ち
ろ
ん
駄
目
。
当
時
の
新

聞
各
紙
を
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
短
歌
だ
け
が
大
手

を
ふ
る
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
状
況
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
言

説
が
敗
戦
直
後
、
現
れ
た
。
後
の
京
都
大
学
教

夢
声
は
俳
句
を
山
ほ
ど

日
本
の
文
化
や
伝
統

を
否
定
す
る
言
説

敗
戦
直
後
の
マ
ス
コ
ミ
に ⃝

155 

国
分

俊
英

共
同
通
信
社
社
友
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授
、
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
桑
原
武
夫
（
フ
ラ
ン

ス
文
学
）
が
雑
誌
『
世
界
』
45
年
11
月
号
に
「
第

二
芸
術
─
現
代
俳
句
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
、
俳

句
を
ケ
チ
ョ
ン
ケ
チ
ョ
ン
に
こ
き
お
ろ
し
た
。

「
老
人
や
病
人
が
余
技
と
し
、
消
閑
の
具
と
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
か
か
る
慰
戯
を
現

代
人
が
心
魂
を
打
ち
こ
む
べ
き
芸
術
と
考
え
う
る

だ
ろ
う
か
。
小
説
や
近
代
劇
と
同
じ
よ
う
に
、
こ

れ
も
『
芸
術
』
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
の
は
芸
術

の
乱
用
で
は
な
か
ろ
う
か
」

俳
句
は
暇
つ
ぶ
し
に
す
ぎ
ず
、
し
ょ
せ
ん
言
葉

の
遊
び
だ
か
ら
本
来
の
意
味
で
の
芸
術
で
は
な
い

と
い
う
。
芸
術
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、「
五
七

五
」
に
原
則
季
語
を
織
り
込
み
17
字
に
込
め
る
俳

句
は
、
簡
素
な
中
に
も
国
民
の
心
情
を
表
現
す
る

も
の
で
あ
る
。
山
頭
火
の
よ
う
に
、
季
語
や
五
七

五
に
こ
だ
わ
ら
な
い
自
由
律
俳
句
も
出
て
き
て
い

た
。「
い
と
う
句
会
」
に
限
ら
ず
、
あ
ち
こ
ち
で

友
人
・
知
人
が
句
会
を
作
り
、
交
流
の
場
と
し
て

い
た
。
桑
原
の
指
摘
は
、
上
か
ら
目
線
の
暴
論
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
世
界
的
大
ヒ
ッ
ト
作
「
イ

マ
ジ
ン
」
は
、
俳
句
が
土
台
に
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
は
日
本
の
伝
統
文
化

や
芸
術
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
妻
の
オ

ノ
・
ヨ
ー
コ
の
影
響
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の

歌
で
俳
句
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
面
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
桑
原
は
似
た
よ
う
に
「
五
七
五
七
七
」

で
構
成
す
る
短
歌
に
つ
い
て
は
、
何
も
言
及
し
な

か
っ
た
。俳
句
だ
け
を
な
ぜ
や
り
玉
に
し
た
の
か
。

も
う
一
つ
、
刺
激
的
だ
っ
た
の
は
、
読
売
報
知

新
聞
（
現
読
売
新
聞
）
が
11
月
12
日
社
説
で
「
漢

字
を
廃
止
せ
よ
」
と
主
張
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
新
生
・
民
主
主
義
建
設
の
た
め
、
文
化
政
策
と

し
て
日
本
語
か
ら
漢
字
を
排
除
し
ロ
ー
マ
字
化
せ

よ
」そ

の
理
由
と
し
て
社
説
は
こ
う
い
う
。「
漢
字

は
封
建
的
遺
物
で
あ
る
」「
漢
字
は
習
得
に
時
間

が
か
か
る
の
で
、
知
識
や
思
考
力
を
得
る
妨
げ
に

な
っ
た
」「
欧
米
諸
国
は
文
字
が
簡
単
な
の
で
、

効
率
的
に
知
識
を
獲
得
で
き
る
」

こ
の
時
期
、
読
売
報
知
新
聞
内
で
は
戦
犯
と
さ

れ
る
正
力
松
太
郎
社
長
の
排
斥
、
民
主
化
を
め
ぐ

り
、
労
使
が
激
し
く
対
立
、
労
組
側
に
よ
る
「
生

産
管
理
」
に
入
っ
て
い
た
。
労
働
組
合
運
動
が
戦

後
民
主
主
義
の
先
端
だ
っ
た
と
は
い
え
、
漢
字
が

「
封
建
制
度
の
遺
物
」
と
い
う
の
は
、
い
く
ら
何

で
も
、
で
あ
っ
た
。

桑
原
の
俳
句
に
対
す
る
け
な
し
、
読
売
報
知
の

社
説
と
も
、
日
本
の
伝
統
や
文
化
、
芸
術
は
駄
目

だ
と
い
う
敗
戦
直
後
の
雰
囲
気
、
流
れ
に
乗
っ
た

も
の
だ
っ
た
。

喜
劇
俳
優
の
『
古
川
ロ
ッ
パ
昭
和
日
記
』
42
年

７
月
18
日
─「
新
聞
に
仮
名
使
ひ
が
、
国
語
何
ん

と
か
で
、
発
音
通
り
に
改
め
る
こ
と
に
定
ま
っ
た

と
出
て
い
る
。
甲
府
は
か
う
ふ
で
は
な
く
て
、
こ

う
ふ
と
書
く
由
」。

政
府
の
国
語
審
議
会
が
「
新
字
音
仮
名
遣
」

案
、
つ
ま
り
仮
名
遣
い
を
発
音
通
り
に
す
べ
き
だ

と
提
言
し
た
。
ロ
ッ
パ
は
「
今
更
馬
鹿
々
々
し
く

て
、
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
か
、
小
学
校
か
ら
の

月
謝
返
せ
、
馬
鹿
な
」
と
批
判
し
た
。
学
校
教
育

で
は
旧
仮
名
遣
い
で
教
え
て
き
て
い
た
。
ロ
ッ
パ

は
「
ち
ょ
う
ち
ょ
う
」
を
「
て
ふ
て
ふ
」
と
教
え

ら
れ
た
世
代
で
あ
る
。

国
語
審
議
会
は
提
言
の
狙
い
を
「
国
民
教
育
ノ

能
率
増
進
」
に
加
え
て
「
日
本
精
神
ノ
作
興
」

上
、
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
戦
意
高
揚
を
挙

げ
て
い
た
。
言
葉
を
口
語
体
に
し
て
分
か
り
や
す

く
し
、
国
民
に
戦
争
を
刷
り
込
ま
せ
、
理
解
さ
せ

よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
こ
の
提
言
は
実
効
性
を
持
た
な
か
っ
た

と
い
う
。
戦
争
中
で
あ
り
、
こ
ん
な
改
革
ど
こ
ろ

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
よ
う
な
仮

名
遣
い
が
決
ま
っ
た
の
は
戦
後
の
46
年
、
吉
田
茂

内
閣
の
告
示
に
よ
る
。

漢
字
や
め
ロ
ー
マ
字
化
せ
よ
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● 12月シンポ、基調講演は保阪正康氏
新聞通信調査会は12月 2 日（火）に東京・

内幸町の日本プレスセンタービル10階のプレ
スセンターホールで、「岐路に立つ日本の政
党政治～問われるメディアの立ち位置～」を
テーマにシンポジウムを開催します。第 1 部
でノンフィクション作家・評論家の保阪正康
氏をお迎えし、基調講演を行っていただき、
第 2 部ではパネルディスカッションを予定し
ています。会場参加は200人、オンライン参
加の人数制限はありません。詳細は12月上旬、
当財団ホームページ（https://www.chosakai.
gr.jp/）に掲載しますので、同ホームページ
よりお申し込みください。会場参加は先着順
ではなく、申込者多数の場合は抽選とさせて
いただきます。
●同盟育成会、入寮生募集は11日締め切り

新聞通信調査会の兄弟財団・公益財団法人
「同盟育成会」（福山正喜理事長）が募集中の
2026年度同盟学寮入寮生の申し込みは、11月
11日（火）午前10時に締め切ります。男子寮、
女子寮があり、募集枠は男女とも15人程度。
寮費は朝夕の食事付きで月額 3 万円。申し込
みはエントリー方式で受け付けています。詳
しくは同財団のHP（https://www.doumei-iku
seikai.or.jp）の入寮生募集要項をご覧ください。
●ボーン・上田賞75年、寄稿集発刊

新聞通信調査会が運営するボーン・上田記
念国際記者賞は、本年で創設75年を迎えまし
た。当財団は11月半ばにこれまでの歴代受賞

者の寄稿を集めた記念書籍を出版する予定で
す。また東京・内幸町の日本プレスセンター
ビルのエントランスホールで同月18日（火）
～27日（木）、国際報道写真などボーン・上
田賞関連のパネル写真を展示します。

調 査 会 だ よ り

編 集 後 記

■今月号のトップページには時事通信の水本達
也外信部長の講演録を掲載しました。第 2次政
権発足直後からトランプ大統領の言動が世界中
に混乱を巻き起こしています。対外的には世界
中の紛争を解決したと成果を誇示し、結局は幻
に終わりましたが、ノーベル平和賞をもらうの
は自分だと言わんばかりでした。ウクライナ戦
争では対応が二転三転し、ロシアのプーチン大
統領の手のひらで踊らされているようにしか見
えません。国内では政策のつまずきや混乱は全
て極左集団、バイデン前大統領以下の民主党に
押し付け、今や怖いものなしの「王様気取り」
です。トランプ氏とは一体何者なのか。トラン
プ氏の描く世界はどういうものなのか。そして
トランプ氏を抱える米国や世界で今、何が起き
ているのかについて「王」「政権」「中国」の三
つをキーワードに解説していただきました。

■トランプ政権下でメディアへの〝弾圧〟が続
く米国では「言論の自由」が風前のともしびと
危惧する声が広がっています。次の騒動の舞台
は国防総省（ペンタゴン）で、トランプ氏の熱
心な支援者の元FOXニュースのアンカーだっ
たヘグセス国防長官の指揮の下、庁舎内の取材
エリアを大幅に制限し、記者に大幅な取材規制
の文書への署名を求め、反発した報道陣が庁舎
から退去する騒ぎとなっています。津山恵子氏
の海外情報（米国）では、今回の騒動に加え、
政敵を政権から追放し、さらには司法省を使っ
て次々と訴追に持ち込んでいる現状も報告して
いただきました。

■今月号の特派員リレー報告は時事通信の本杉
邦夫シンガポール支局長です。シンガポールと
言えば経済立国で世界でも有数な国際金融セン
ターのイメージが強いですが、「世界報道自由
度ランキング」では180カ国中123位で、経済面
の高評価とは大きなギャップがあります。事実
上の一党支配体制が続く中で、党主導の独特な
メディア規制が背景にあるようです。

（一ノ瀬英喜）
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■『アルゴリズム・AIを疑う　誰がブラックボ
ックスをつくるのか』（宇田川敦史、集英社）、
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